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行政常任委員会 

 

令 和 ６ 年 ９ 月 １ ３ 日 （ 金 ）               

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 開  会               

 

○仲委員長  おはようございます。 

 それでは、昨日に引き続き、行政常任委員会を開催いたします。 

 本日の欠席通告者は、病気のため、村田幸隆委員と中里沙也加委員であります。 

 本日から決算審査に入りますが、その前に、令和５年度決算について、民部代表

監査から総評をいただきます。よろしくお願いします。 

○民部監査委員事務局代表監査  おはようございます。代表監査の民部でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、着席のまま失礼いたします。 

 地方自治法第２３３条第２項並びに地方公営企業法第３０条２項の規定に基づき、

市長より審査に付された令和５年度各会計決算に対し審査を行いました。その結果

について、意見書として取りまとめましたので、その概要について御説明申し上げ

ます。 

 それでは、お手元の令和５年度尾鷲市一般会計各特別会計歳入歳出決算審査意見

書の１ページを御覧ください。通知いたします。 

 １、審査の対象は、令和５年度一般会計歳入歳出決算並びに２本の特別会計歳入

歳出決算及び附属書類となります。 

 下段の４、審査の結果といたしましては、審査に付された各会計歳入歳出決算書

及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、その計数は関係諸

帳簿と照合した結果、正確であると認められました。 

 意見書全体の内容としましては、２ページから５９ページまでは一般会計につい

て、６１ページから７５ページまでは特別会計について、歳入歳出決算額、それぞ

れの款別に前年度と比較して整理しております。 

 また、７６ページには実質収支に関する調書を、７７ページから７９ページには

財産に関する調書を整理してございます。 

 ８０ページを御覧ください。 

 まずは、むすびの一般会計であります。本年度の一般会計に係る予算の執行、財

産の管理など、財務に関する事務の執行については、おおむね適正に処理されてい



－２－ 

るものと認められました。 

 本市を取り巻く経済情勢は、少子高齢化や人口減少、令和６年３月３１日現在１

万５,７１３人、さらには近年における新型コロナウイルス感染症蔓延の影響等が

加わり、長期にわたって活力が低下し続けている。本市の財政運営は、主な自主財

源である市税収入が減少傾向にあることから、引き続き厳しい状況が続くものと予

想されております。 

 また、本市の持つ諸課題に目を向けると、人口減に伴う過疎対策をはじめ、中部

電力尾鷲三田火力発電所跡地の利活用や、広域設置による新たなごみ処理施設の建

設、ＤＸ化の推進、脱炭素で持続可能な社会の構築など、社会環境の大幅な変化へ

の対応が迫られております。 

 このような中、市では、第７次尾鷲市総合計画に基づくまちの将来像を「住みた

いまち 住み続けたいまち おわせ」と定め、計画的かつ積極的な取組が行われて

いると評価しております。 

 ６ページに戻っていただきます。 

 一般会計決算状況の表を御覧ください。 

 なお、表上の表記は円単位にしておりますが、以降、全て万単位の単位未満切捨

てで御説明させていただきます。 

 一般会計の決算額が、歳入が１１７億９,５６８万円で、歳出が１１４億３２７

万円となり、歳入歳出差引額が３億９,２４１万円となっており、翌年度へ繰り越

すべき財源、繰越明許費２,６２９万円を差し引いた実質収支額は３億６,６１２万

円の黒字となっております。 

 次に、１６ページを御覧ください。 

 歳入の１６.６％を占める市税でありますが、収入済額は１９億７,１６８万円で、

前年度と比較して、約９０万円、０.０％増加しております。 

 ８２ページのむすびの最後の部分を御覧ください。 

 今後の財政運営に考慮すると、歳入面では、主な自主財源である市税収入の減少

が続く一方で、ふるさと応援寄附金の増加や、依存財源である地方交付税の増額等

が見られたものの、引き続き財政見通しは厳しい状況であると思われ、中長期的な

視野に基づく適切かつ効果的な財政運営が肝要であります。 

 一方、歳出面では、老朽化した各公共施設の整備更新事業、地場産業の振興や防

災・減災対策の推進、少子高齢化対策に加え、子育て支援施策の拡充等を進める必

要があり、加えて、中部電力尾鷲三田火力発電所跡地の利活用、広域による新たな



－３－ 

ごみ処理施設の整備など、大型の設備投資が見込まれていることから、さらなる財

政需要の拡大が予想されます。引き続き確実な償還財源確保に裏づけされた健全な

財政運営を望むところであります。 

 人口減少の進行を食い止めることが困難な中で、次世代の市民にとって負担増と

なる過剰な設備投資とならないよう、本市を取り巻く社会経済環境の変化に着実に

対応し、かつ中長期的な視点に立った計画に基づいた一層の財政健全化に取り組ん

でいただきたいと考えています。 

 次に、特別会計に移らせていただきます。 

 ６２ページの上段の表を御覧ください。 

 国民健康保険事業特別会計の決算額は、歳入決算額が２２億２,４５５万円、歳

出決算額は２１億７,８５３万円で、歳入歳出差引額は４,６０２万円の黒字となっ

ております。 

 また、後期高齢者医療事業特別会計の決算額は、歳入決算額が７億１,１７１万

円、歳出決算額が７億５６５万円で、歳入歳出差引額は６０６万円の黒字となって

おります。 

 ８３ページを御覧ください。 

 特別会計に対する意見といたしましても、令和５年度の予算執行、財産の管理な

ど、財務に関する事務の執行については、おおむね適正に処理されているものと認

めます。 

 国民健康保険事業及び後期高齢者医療事業については、今後、高齢化率の上昇に

伴う医療費の増加等により、今後厳しい事業運営が続くものと予想されているとこ

ろでありますが、まず、国民健康保険事業に関しましては、国保税の税率改正の動

向や制度改正の影響を見極めつつ、医療費の抑制等による財政運営の安定化など、

引き続き事業の抱える諸課題への取組に対して、運営主体である県と協力し、さら

なる強化を図っていただきたいと思います。 

 次に、次ページの後期高齢者医療事業に関しましても、運営主体が広域連合であ

る中で、今後とも高齢者が安全安心な医療を受けられるよう、市民の理解と協力を

得ながら、引き続き事業の円滑な運営に努められたいと思っております。 

 最後に、８８ページから９３ページまでの令和５年度尾鷲市基金運用状況につい

てでありますが、いずれの基金におきましても、適正に運用されていることが認め

られました。財政調整基金の増加等により基金全体としては増加しておりますが、

都市計画事業基金など一部の基金においては減少額の大きいものが見受けられます。 
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 それぞれの基金運用につきましては、引き続き安全かつ確実な方法を取られると

ともに、その運用については、計画的な財政運営につなげるためにも、引き続き適

正かつ慎重な取扱いを行っていただくよう希望をいたすところであります。 

 続きまして、公営企業会計決算について御説明いたします。 

 お手元の令和５年度尾鷲市公営企業会計決算審査意見書の１ページを御覧くださ

い。 

 １、審査の対象は、令和５年度尾鷲市水道事業会計決算、病院事業会計決算です。 

 下段の４、審査の結果ですが、両会計とも決算書類は関係法令に準拠して作成さ

れており、計算係数はいずれも正確であると認めます。 

 経営状況、財政状況については、次の会計別に述べるところであります。 

 まず、水道事業についてでありますが、４ページから４０ページまで、業務実績、

予算の執行状況、経営成績、経営分析、財政状況、財政分析、キャッシュ・フロー

の状況と順に整理しております。 

 ３３ページを御覧ください。 

 令和５年度の水道事業に係る予算の執行、財産の管理など、財務に関する事務の

執行は、おおむね適正に処理されているものと認めます。 

 戻っていただいて、４ページを御覧ください。 

 まず、業務実績についてでありますが、下段の表のとおり、給水戸数は８,８０

１戸、給水人口は１万５,７０１人で、前年度に比べ、給水戸数で１２７戸、給水

人口で４２８人減少しております。 

 次に、１３ページ、経営成績を御覧ください。 

 経営成績において、収益的収支を見ると、総収入は４億４,８６７万円、総費用

は４億６,４４７万円となり、令和５年度は、前年度に続き、１,５８０万円の純損

失を計上しております。 

 次に、３４ページの中段、水道事業会計、むすびの２を御覧ください。 

 当年度の決算においては、総収益は４億４,８６７万円であり、前年度に比べ２

８８万円、０.６％の減少となっております。これは人口減少や大口需要企業分の

減少等のある中、当年度において新型コロナウイルス感染症対策における水道料金

の減免を実施しなかったことによる給水収益の増加等による営業収益が２,８１７

万円、７.３％増加したものの、同減免に対する一般会計からの補助金が終了した

ことに伴い、他会計の補助金が減少したこと等により、営業外収益は３,１０５万

円、４５.０％減少したことが主な要因となっております。 
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 一方、総費用は４億６,４４７万円であり、前年度に比べ６９２万円、１.４％減

少しています。これは主に、原水及び浄水費並びに減価償却費の減少により、営業

費用が２４９万円、０.５％減少し、企業債支払利息等の営業外費用が４１９万円、

１１.４％減少したこと等によるものであります。これらにより、昨年度に引き続

き、純損失１,５８０万円を計上しております。 

 本市の水道事業においては、令和６年４月より、平成２３年度以降１３年ぶりに

水道料金の改定が実施され、これにより約３割の料金収入の増加が見込まれており

ます。 

 しかしながら、人口減少等に伴う給水戸数の減少により、使用水量の減少の傾向

は依然として継続するものと考えられ、有収率低下の要因となる施設の老朽化への

対応として、多額の設備投資を控えていることからも、今後も厳しい経営状況が続

くことが十分予想されております。 

 そのような中、水道は市民生活にとって欠かせないライフラインであり、大規模

災害等が起こった際などには、市民の命に直結する重要なインフラであることに変

わりないと思われます。 

 今後も有収率向上に向けた取組と徹底したコスト管理、コスト削減を行うととも

に、災害に強い施設整備を実施していくことで、引き続き、安定的な事業経営に基

づく、安全安心で安定的な水の供給に努めていただきたいと考えております。 

 次に、病院事業会計ですが、４４ページから８３ページまで、水道と同様に業務

実績、予算の執行状況、経営成績、経営分析、財政状況、財政分析、キャッシュ・

フローの状況と順に整理しております。 

 ７５ページ、むすび、上から２行目を御覧ください。 

 当年度、令和５年度における尾鷲市病院事業会計に係る予算の執行、財産の管理

など、財務に関する事務の執行はおおむね適正に処理されているものと認めます。 

 戻っていただいて、４４ページを御覧ください。 

 業務実績においては、前年度より入院延べ患者数は８,２６８人増加し、外来延

べ患者数についても１,９００人増加しております。病床利用率は４９.４％で、前

年度に比べ８.８ポイント上昇しております。 

 ５４ページを御覧ください。 

 経営成績において収益的収支を見ると、総収入は３８億９,３９３万円、総費用

は４２億９,７５９万円となり、４億３６６万円の純損失を計上しております。 

 ７６ページのむすび、１と２を御覧ください。 
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 １、尾鷲総合病院は地域唯一の公立病院として、長年にわたり、地域の中核病院

として地域医療を提供し、市民のみならず、地域住民の命と健康を支えています。

三重県のがん診療連携病院、災害拠点病院、僻地医療拠点病院の指定を受けるとと

もに、東紀州地域の二次救急指定病院として、三重大学病院や伊勢赤十字病院及び

紀北医師会等の協力を得ながら、３６５日２４時間の救急医療体制を実施してきま

した。 

 このように重要な役割を担う施設でありますが、とりわけ近年においては、医師

や看護師等の確保もさることながら、地域包括ケアシステムの推進や病院完結型か

ら地域完結型への移行など、変化する医療需要に対応すべく、医療機能の充実や他

病院との連携強化が喫緊の課題となっております。 

 当年度末の医師数は、前年度より２名増加の１５名であり、看護師数については、

９名減の１２８名であり、医師１人当たりの入院患者数８.３人及び外来患者数２

３.４人は、全国平均と比べても多い状況となっております。 

 引き続き関係機関との連携を図りながら、適切な人員確保に努められ、安全で質

の高い医療体制の維持を図るとともに、働き方改革の考え方を踏まえた医師及び看

護師等の負担軽減にも取り組んでいただきたいと思っております。 

 ２番です。当該年度の決算における医業収益については３１億７,６９０万円で、

コロナ禍収束に伴う院内感染リスク低減等の影響により、前年度より４億３ ,１６

３万円、１５.７％増加しており、医業費用については、４１億２,５５３万円で、

前年度より２億２,６２４万円、５.８％増加したことで、医業収支は９億４,８６

３万円のマイナスとなっており、医業収益で医療費用を賄えない状態となっており

ます。 

 患者数につきましては、新型コロナウイルス感染症収束の影響により、昨年度に

比べ増加しましたが、過疎、高齢化に伴う医療圏人口の減少等により一昨年を下回

る結果となっております。現状の医業収支に鑑みると、今後も厳しい資金繰りとな

ることが推測できます。 

 尾鷲総合病院経営強化プランの進捗管理やこれまでの事業実績を十分精査、検証

するとともに、第８次三重県医療計画や三重県地域医療構想を踏まえた上で、市民

ニーズを十分に理解、把握し、医療の質を低下させることなく、引き続き効率的か

つ効果的な病院経営の推進に向けて積極的な経営改革に取り組んでいただきたい。 

 以上が病院事業会計決算に対する意見であります。 

 以上、一般会計、特別会計並びに公営企業会計についての決算審査意見書の概要
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について説明申し上げました。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 なお、最後に、令和５年度尾鷲市財政健全化及び経営健全化審査意見書について

でありますが、審査の結果といたしましては、審査に付された健全化比率及びその

算定基礎となる事項を記載した書類はいずれも適正に作成されており、いずれの健

全化判断比率につきましても正確であることが認められましたことを報告いたしま

す。 

 説明は以上でございます。ありがとうございました。 

○仲委員長  ありがとうございました。 

 決算の詳細につきましては、この後、各担当課から説明がありますが、ただいま

の総評について御質疑のある方は御発言を願います。御発言ありますか。 

○南委員  ありがとうございました。 

 尾鷲総合病院のことなんですけれども、むすびでまとめて書いていただいている

ということで、５年度については４億３６６万の赤字が出たということなんですけ

れども、当然ここ数年コロナ禍の中で、病床稼働率が一般病棟で５０％を割って、

当然予算を組んだときの稼働率は７０％強の予算で予算編成すると思うんですけれ

ども、こういった中で、大変稼働率が低くなっているのが現状ですので、特に監査

委員さんは毎月例月監査で病院のお金の流れと人の流れをチェックしていただいて

おるということなので、今、余剰金のほうが、コロナの補助のおかげで、これでい

くと１７億数千万あるということを今、示しておられますけれども、当然、病院改

革プランの中で、これから新たな地域に見合った持続可能な病院経営をしていただ

けると思うんですけれども、現実に今の余剰金、１７億の余剰金で、毎月チェック

していただいておる代表監査のほうは、この余剰金が大体このままの推移でいった

ら、何年ぐらいもつものと予測しておりますか。それだけ。 

○民部監査委員事務局代表監査  毎月例月出納検査で病院の会計について見させ

ていただいていますけど、昨年に比べてのあれで、既にどこの診療科も大体マイナ

スになっておる、毎月のあれは。ですので、この赤字が、今年度、来年度もずっと

続いていくものだと。 

 今回、病床数を削減いたしましたよね。２００から少し、１５０ぐらいに減らし

たと。それにしても、それだからといって経費が下がるということではございませ

んので、もう一歩、見合った改革をしないと、非常に経営が苦しいと。 

 余剰金がたくさんある市の財政状況では、一般会計からの繰り出しで何とか対応

できると思うんですけれども、なかなか、いろんな大型事業も控えている中で、病
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院につぎ込むということもできないので、今後この病院経営が非常にネックになっ

てくるというふうに考えております。 

 何年もつかというのは、今後の病院の改革にもよりますので、これは私のほうか

らちょっと発言するということはできませんので、後で市長のほうから、別の機会

でお答えしていただければと。 

○南委員  市長、答弁してくれます、すみません。 

○加藤市長  皆さん方、病院経営については大変御心配をいただいておりまして、

令和５年度の欠損についても、要するに４億円ほどあると。そういう中で、要する

に内部留保金をどんどんどんどん費やしていかなきゃならない。 

 この辺のところは何年もつかというような話になりますと、まずやっぱり我々と

しては、今、改革プランをどうやって推し進めていくのかということが非常に重要

なポイントになっております。 

 そして、もう一つは、要するに起債の償還というものが令和９年、１０年、１１

年度と、この期間大きく下回ってくると。一つには、その辺のところを加味すると、

どうしてもやっぱり、令和１１年、１２年ぐらいまでもたさなきゃならないと。こ

れは本音ですわ、僕の。でも、しかし、やっぱりこの前の西川議員の一般質問でも

お答えしましたとおり、大変厳しい状況ですね。これだけ医療人口が減って、それ

で病院の病床稼働率が非常に低いと。 

 先ほど代表監査のほうから、４０数床、一応して、要するに効率化というような

ことを考えながら、それでもって大幅に経費がかかるということはございませんし、

ただ、稼働率をさらに７５、８０と、４０減らした中でやるための方策ということ

は考えていかなきゃならない。 

 基本的にいうと、今は要するに、令和１０年、１１年ぐらいまでは内部留保金と

いうのをきちんと確保していかなきゃならないなと。 

 もう一つは、大きな話なんですけど、僕は西川議員の御質問についてもお答えし

たんですけれども、やはりこのままいったら大変です。だから、そうすると、そこ

に改革をしなきゃならない。改革ということについては、市民の皆様に痛みを伴う

ようなこともあり得るかも分からないと。 

 でも、やっぱり市民の皆様が、要は病院に対する思いというのは非常に強うござ

いますので、その辺のところもやっぱり行政のこういう病院をやっている以上は、

そういうことも踏まえながら、何とか経営を維持していきたいというのが、今のと

ころの考えでございます。 
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○仲委員長  南委員、よろしいですか。 

○南委員  ありがとうございました。 

 いずれにしろ、今、診療人口の減少も大きく影響する中で、特に尾鷲市の場合は、

周辺地域と言ったら語弊があるんですけれども、特に須賀利地域におかれる方なん

かも高齢化が物すごく進んでいて、やはり松阪の病院へ行こうとしても、息子さん

が出ておって、行けないということで、やはり尾鷲病院が唯一の基幹病院として利

用されておるということでございますので、できる限り市民のこれからも安心安全

を守るためにも、市民に痛みを伴う改革じゃなしに、できるだけ、救急医療でいっ

たら、三次医療までは無理なんですけれども、せめて２.５次治療ができるような、

やっぱり尾鷲病院の姿を、僕は、目指して、持続可能な改革を進めてほしいなと思

うんですけれども、これは要望しておきます。 

 以上です。 

○仲委員長  市長の回答はよろしいですか。 

 他に質疑はございませんか。 

 質疑はないようなので、せっかく代表監査が見えられておりますので、私のほう

から一つ質問させていただきたいんですけど、むすびのところで、一般会計も特別

会計も公営企業会計もおおむね適正に処理されているという文言で全てくくられて

おりますけど、その「おおむね」というのはどういうふうに解釈すればよろしいで

すか。 

○民部監査委員事務局代表監査  各会計の決算書類及び附属書類、これらを見せ

ていただきましたけれども、全ての書類を完全に見たというわけではなくて、重要

な支出に当たる根拠の書類については、一応主要なものを、時間の範囲があります

ので、決算終了後直ちに審査して、早くこれを議会に付して、審査して、承認をい

ただくという行為がありますので、長年これをやっていくというわけじゃない、短

期間で見ないといけないということから、全てのものについて帳簿を照合したとい

うわけではなくて、「おおむね」というのはそういうことで、各、他市についても

おおむねこういう表現が妥当であるということになっておりまして、決算書類の報

告、審査の報告については、全ての監査報告については「おおむね」という記載に

なっております。 

○仲委員長  ありがとうございます。 

 僕の解釈は、ちょっと知らないけど、おおむねというのはおおよそとか大体とい

う意味なんですね。しかし、この決算審査の場合は、多分、大部分は適正だろうと
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いう解釈に落ち着いたんですけど、大部分が適正であるという判断はいかがですか。 

○民部監査委員事務局代表監査  一応全てに、必要な書類について全て見ていま

すので、大体、大部分は見たということになっておりますので。 

○仲委員長  ありがとうございます。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  ないようですので、特にないようでございますので、これで代表監

査からの総評は終了させていただきます。ありがとうございました。 

 ここで、市長、副市長も退席をいたします。どうもありがとうございました。 

 会計課の準備をお願いいたします。会計課、準備はよろしいですか。 

 それでは、会計管理者から令和５年度決算の総括説明及び決算説明をお願いいた

します。 

○野地会計管理者兼会計課長  会計課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、決算総括及び一般会計の歳入及び財産に関する調書並びに会計課の歳

出の３項目について御説明いたします。 

 まずは、決算参考資料に基づき、決算総括より御説明いたします。 

 決算参考資料の１ページを御覧ください。 

 上の表は、会計別の歳入決算額の令和元年度から令和５年度までの過去５年間の

推移であり、令和５年度の歳入決算額は、一般会計では過去５年間で３番目に多い

決算額となっております。３会計の歳入決算総額は１４７億３,１９５万６,０００

円となりました。 

 下の表は、一般会計の款別歳入決算の過去５年間の推移となります。 

 令和５年度は、前年度と比較して増加となった主な款では、市税１９億７,１６

８万２,０００円、地方交付税４３億３,８１６万８,０００円のほか、繰入金、諸

収入などとなっております。 

 減少となった主な款は、国庫支出金の１５億２,８９１万４,０００円をはじめ、

地方消費税交付金、県支出金、寄附金、市債などとなっております。 

 次に、歳出の推移でございます。 

 ２ページを御覧ください。 

 上の表は、会計別の歳出決算額の過去５年間の推移となります。令和５年度の歳

出決算額は、一般会計では過去５年間で４番目に多い決算額となっております。３

会計の歳出決算総額は１４２億８,７４５万６,０００円となりました。 
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 下の表は、一般会計の款別歳出決算の過去５年間の推移となります。 

 令和５年度に増加となった主な款では、民生費の３６億６,８４０万４,０００円、

総務費の２５億４,９４１万７,０００円のほか、衛生費、消防費などとなっており

ます。 

 減少となった款は、教育費の７億９,６２６万２,０００円のほか、農林水産業費、

商工費、土木費、公債費などとなっております。 

 ３ページを御覧ください。 

 一般会計経費別歳出決算の推移であります。 

 この表は、平成３０年度から過去６年間の歳出を義務的経費、投資的経費、その

他の経費に分けて決算額と構成比を記載しております。 

 義務的経費につきましては、前年度比で人件費及び扶助費が増加し、公債費が減

少しており、合計額では過去６年間で２番目に多い決算額となっております。 

 投資的経費につきましては、前年度比、普通建設事業費が減少し、災害復旧事業

費が増加しており、合計額は過去６年間で４番目に多い決算額となっております。 

 その他の経費では、前年度比、物件費、補助費と貸付金が減少し、維持補修費、

積立金、繰出金が増加となっており、合計額では過去６年間で４番目に多い決算額

となっております。 

 ５ページを御覧ください。 

 この表は、２１年度から過去１５年間の一般会計における、自主・依存財源の推

移を記載したもので、令和５年度の自主財源の構成比は３６.７％で、前年度比３.

２ポイントの増加、依存財源構成比は６３.３％で、前年度比３.２ポイントの減少

となっております。 

 次の６ページから９ページにかけましては、平成２８年度から過去８年間の市税

の推移を記載しております。 

 市税につきましては、令和５年度では、市民税、軽自動車税は増加となりました

が、固定資産税、市たばこ税、都市計画税では減少となっており、市税全体では、

令和５年度は微増したものの、中期的には減少傾向が続いております。 

 次の１０ページから１３ページにかけましては、国民健康保険税の推移及び後期

高齢者医療保険料の推移を記載しております。この二つの特別会計の決算につきま

しては、市民サービス課及び税務課から後日説明させていただきますので、省略さ

せていただきます。 

 １４ページを御覧ください。 
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 １４ページから１７ページまでの上段の表は、会計年度任用職員以外の職員分の

給与費等の推移であります。 

 １７ページにございますように、平成２８年度では退職手当を除いた給与費等が

１２億８,６１６万９,０００円でありましたが、１４ページの令和５年度では、１

２億６,４２８万９,０００円と２,１８８万円減少しております。 

 １８ページを御覧ください。 

 １８、１９ページは会計年度任用職員分の給与費等の推移でございます。平成３

０年度からほぼ横ばいで推移し、令和３年度からやや増加となっております。 

 ２２ページを御覧ください。 

 ２２ページは需用費の推移で、一般会計、特別会計の科目別細節別集計表であり

ます。 

 一般会計、特別会計の需用費の総合計は３億３,７１５万５,０００円で、前年度

との比較は１,０８３万７,０００円の減少となっております。主な理由としては、

消耗品費及び光熱水費が減少となっております。 

 ２３ページを御覧ください。 

 基金の推移でございます。 

 令和５年度の基金合計額は３７億５,９８３万７６１円で、前年度との比較は２

億８,５６１万１,７７８円の増加となっております。 

 次に、一般会計市債の状況について説明させていただきます。 

 ２４ページを御覧ください。 

 この表は、２１年度から令和５年度までの市債の推移でございます。 

 令和５年度に起債として借り入れた金額は、上から４段目の起債額の欄のとおり、

４億３,６８０万円で、償還元金は１０億５,５６６万８,１１７円、償還利子は２,

６８６万５,２８６円、公債費支出計１０億８,２５３万３,４０３円となっており

ます。この結果、市債年度末残高は、一番上の欄のとおり、８３億３,９９６万６,

５０３円となり、その下の欄、対前年度比増減額は６億１,８８６万８,１１７円の

減少となっております。 

 ２５ページを御覧ください。 

 令和５年度地方消費税交付金が充てられる社会保障４経費その他社会保障施策に

要した経費で、事業別の経費とその財源内訳となっております。 

 ２６ページを御覧ください。 

 令和５年度都市計画税の充当状況については、事業別の経費とその財源内訳とな
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っております。 

 ２７ページは、令和５年度森林環境譲与税の充当状況についての資料で、事業別

の経費とその財源内訳は御覧のとおりとなっております。 

 詳細につきましては、後ほど関係課より説明させていただきます。 

 以上、参考資料に基づく総括説明でございました。 

 続きまして、議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてのうち、歳入と財産に関する調書を御説明いたします。 

 なお、会計課からは、一般会計の歳入における全体的な説明をさせていただき、

詳細な部分や歳出の内容等につきましては、各所属から説明を行い、国民健康保険

事業特別会計及び後期高齢者医療事業特別会計は、市民サービス課及び税務課から

説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、行政常任委員会資料の１ページを御覧ください。 

 この表は、歳出決算表に対し、款別の担当課、決算書の該当ページ数を表した明

細書でございます。 

 次に、２ページを御覧ください。 

 これは、先ほどの資料１を基に所属別に並び変えた明細書でございます。 

 ３ページは、２款総務費、１項総務管理費の１目一般管理費と１４目諸費におい

て複数の所属が重複している部分がございますので、各課別の決算額を表したもの

でございます。 

 これら資料１から３につきましては、後ほどの各課の歳出決算説明時に参考とし

て御利用ください。 

 続きまして、歳入全般につきまして、決算書を基に主なものを御説明いたします。 

 決算書１４、１５ページの令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算事項別明細書

を御覧ください。 

 １款市税は、調定額２０億６,２５３万２,６４５円に対し、収入済額は１９億７,

１６８万１,９６４円、不納欠損額は２０１万７,１５５円、収入未済額は８,８８

３万３,５２６円であります。 

 市税の詳細な説明につきましては、後日、税務課より説明させていただきます。 

 次に、２６、２７ページを御覧ください。 

 ２款地方譲与税の収入済額は８,３３０万５,０００円であります。３款利子割交

付金の収入済額は７１万５,０００円、４款配当割交付金の収入済額は１,４３６万

２,０００円であります。５款株式譲渡所得割交付金の収入済額は１,５７３万円で
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あります。 

 次ページをお願いいたします。 

 ６款法人事業税交付金の収入済額は４,５４５万８,０００円、７款地方消費税交

付金の収入済額は４億１,３４３万１,０００円、８款環境性能割交付金の収入済額

は７９５万８,０５３円、９款地方特例交付金の収入済額は８５２万１,０００円で

あります。 

 次ページをお願いいたします。 

 １０款地方交付税の収入済額は４３億３,８１６万８,０００円、１１款交通安全

対策特別交付金の収入済額は１０５万５,０００円、１２款分担金及び負担金につ

きましては、収入済額６,４４２万１,５９３円、収入未済額は１５０万４,５００

円であります。 

 分担金及び負担金の内訳につきまして、御説明いたします。 

 １項負担金、１目民生費負担金の収入済額は５,４９２万６,９５０円、収入未済

額は１５０万４,５００円であります。 

 次ページをお願いいたします。 

 収入済額の主なものは、３節老人福祉費負担金の老人ホーム入所者負担金１,７

２２万１,７６４円、４節児童福祉費負担金の保育所入所保護者負担金（現年度分）

２,１４３万８,９５０円であります。収入未済額は、保育所入所保護者負担金であ

ります。 

 ２目衛生費負担金の収入済額は３１１万９,６４３円であります。収入済額の主

なものは、１節保健費負担金の救急医療体制強化事業他町負担金１５０万３ ,０６

０円、各種がん検診自己負担金１５１万６００円であります。 

 ３目教育費負担金の収入済額は６３７万５,０００円であります。収入済額の主

なものは、２節保健体育費負担金の市営野球場解体工事設計業務等委託費負担金６

０５万９,９００円であります。 

 次に、１３款使用料及び手数料の収入済額は１億８６４万２,４０６円、不納欠

損額は５,４００円、収入未済額は９７９万５,９８０円であります。 

 １項使用料の収入済額は３,２８３万７,０８２円、収入未済額は９２５万３,０

００円で、主なものについて申し上げます。 

 次ページをお願いいたします。 

 ３目衛生使用料の収入済額は３６８万９,６７３円で、主なものは、斎場使用料

３４３万３,５００円であります。 
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 ４目農林水産業使用料の収入済額は３７２万８,９１０円で、主なものは、深層

水使用料２７８万７,３８０円であります。 

 ６目土木使用料の収入済額は２,１４２万１,５０１円で、収入未済額は９２５万

３,０００円であります。 

 収入済額の主なものは、２節道路橋梁使用料の道路等占用料７４５万３４円、５

節住宅使用料の市営住宅使用料（現年度分）１,２７５万１,２００円で、収入未済

額は全て市営住宅使用料であります。 

 ７目教育使用料の収入済額は２２６万８,０８６円であります。収入済額の内訳

は備考欄のとおりであります。 

 次ページをお願いいたします。 

 次に、２項手数料の収入済額は７,５８０万５,３２４円、不納欠損額は５,４０

０円、収入未済額は５４万２,９８０円であります。 

 手数料の主なものについて内訳を申し上げます。 

 １目総務手数料の収入済額は７２６万１,７００円で、内訳は、戸籍手数料、住

民票手数料が主なものでございます。 

 ２目衛生手数料の収入済額は６,８５４万２２４円、不納欠損額は５,４００円、

収入未済額は５４万２,９８０円であります。 

 不納欠損額は、し尿処理手数料で、収入未済額は、し尿処理手数料及び塵芥収集

手数料などであります。 

 収入済額の主なものは、清掃工場持込処理手数料（現年度分）１,４２６万２０

０円、し尿処理手数料（現年度分）３,１０４万７,９００円、塵芥収集手数料２,

１７３万５,８６０円であります。 

 次ページをお願いします。 

 １４款国庫支出金の収入済額は１５億２,８９１万３,６４８円であります。 

 １項国庫負担金の収入済額は８億６,８６３万２,４３６円で、内訳は、１目民生

費国庫負担金、１節社会福祉費負担金が２億５,９１０万９,４６３円、２節児童福

祉費負担金の収入済額は３億３,７１５万５,０９４円、３節生活保護費負担金の収

入済額は２億４,７７７万１,８１４円であります。 

 次ページをお願いします。 

 ２目衛生費国庫負担金、１節保健費負担金の収入済額は２,４５９万６,０６５円

であります。 

 次に、２項国庫補助金の収入済額は６億５,５７０万２,０１０円であります。 
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 内訳は、１目総務費国庫補助金が４億８,０４４万７,０１０円であります。主な

ものは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金１億８,８１８万２７

１円であります。 

 ２目民生費国庫補助金の収入済額は５,９６６万円で、内訳は、１節社会福祉費

補助金３６４万６,０００円であります。 

 ２節児童福祉費補助金は４,４０１万２,０００円で、主なものは、新型コロナウ

イルス感染症セーフティーネット強化交付金２,２５３万６,０００円であります。 

 次ページをお願いいたします。 

 ３節生活保護費補助金は１,２００万２,０００円であります。 

 ３目衛生費国庫補助金の収入済額は１,８９４万９,０００円であります。主なも

のは、１節保健費補助金、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補

助金１,４８７万３,０００円であります。 

 ４目農林水産業費国庫補助金の収入済額は１２０万６５０円であります。 

 ５目土木費国庫補助金の収入済額は２,４１８万円で、内訳は１節道路橋梁費補

助金２,３４５万８,０００円、２節住宅費補助金７２万２,０００円であります。 

 ６目教育費国庫補助金、１節教育費補助金の収入済額は７,１２６万５,３５０円

であります。 

 次ページをお願いします。 

 次に、３項委託金の収入済額は４５７万９,２０２円であります。主なものは、

２目民生費委託金、１節社会福祉費委託金の基礎年金事務費交付金４０６万４,１

８８円であります。 

 次に、１５款県支出金の収入済額は５億７,３９３万９,１９５円で、このうち、

１項県負担金は３億７,２３７万２,５８９円、１目総務費県負担金は１１７万６,

０００円で、１節総務管理費負担金の特例事務処理交付金であります。 

 次に、２目民生費県負担金の収入済額は３億７,１１０万５,１３５円であります。

その内訳として、１節社会福祉費負担金は２億４,９８７万９,６３４円で、主なも

のは、国保基盤安定負担金６,４９６万４,４７９円、三重県障害者自立支援給付費

等負担金１億１,０９３万９,２５０円、後期高齢者基盤安定負担金７,２２８万８,

４０５円であります。 

 次ページをお願いします。 

 ２節児童福祉費負担金は１億１,５０４万９,４８６円で、主なものとしましては、

施設型給付費・地域型保育給付費県費負担金９,２３７万７,７７５円であります。 
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 ３節生活保護費負担金６１７万６,０１５円は、生活保護法第７３条による負担

金であります。 

 ３目衛生費県負担金の収入済額は９万１,４５４円であります。 

 次に、２項県補助金の収入済額は１億６,４８３万７,０６１円で、１目総務費県

補助金は８０４万円であります。 

 ２目民生費県補助金の収入済額は１億６９万２,７７９円、そのうち、１節社会

福祉費補助金は４,４９７万３,５０５円で、主なものは、心身障害者医療費補助金

２,９２２万１,０３３円、子ども医療費補助金１,３４０万９,４７２円であります。 

 ２節児童福祉費補助金は５,１６９万４,２７４円。主なものは、一人親家庭等医

療費補助金５５３万３,４３０円、次ページの地域子ども・子育て支援事業費補助

金８３３万円、みえ子ども・子育て応援総合補助金２,３１８万６,０００円であり

ます。 

 ３節地方改善事業費補助金は４０２万５,０００円であります。 

 次に、３目衛生費県補助金の収入済額は４０８万６,００８円であります。内訳

といたしましては、１節保健費補助金２４２万５,００８円、２節環境衛生費補助

金１６６万１,０００円であります。 

 次に、４目農林水産業費県補助金の収入済額は４,６５７万１,６９９円。内訳と

しましては、１節農業費補助金が１,２７０万６,２５５円で、主なものは、みどり

の食料システム戦略緊急対策交付金７５６万３１０円であります。 

 次ページをお願いいたします。 

 ２節林業費補助金の収入済額は１,１２６万３,４４４円で、主なものは、みえ森

と緑の県民税市町交付金１,０５０万７,０００円であります。 

 ３節水産業費補助金の収入済額は２,２６０万２,０００円で、主なものは、水産

物供給基盤機能保全事業費補助金であります。 

 次に、５目土木費県補助金の収入済額は３１６万３,５７５円で、主なものは、

地籍調査補助金２７２万１,０００円であります。 

 ６目商工費県補助金の収入済額は７７万４,０００円、７目教育費県補助金の収

入済額は１５０万９,０００円であります。 

 次に、３項委託金の収入済額は３,６７２万９,５４５円であります。 

 主なものは、１目総務費委託金２,９６８万４,４８０円のうち、２節徴税費委託

金２,４０４万４,３７０円、次ページの３節選挙費委託金２００万５,２８２円、

４節統計調査費委託金３５２万７７０円、２目商工費県委託金から５目の教育費委
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託金の内訳につきましては、備考欄のとおりでございます。 

 続きまして、１６款財産収入は、収入済額２,３４６万８,９７６円であります。 

 その内訳として、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、１節土地建物貸付収入

の収入済額は１,４９０万１,９５２円であります。内容は備考欄に記載の管財関係

土地貸付料と農林関係土地貸付料及び教員住宅貸付料であります。 

 ２目配当金は、ＺＴＶ出資金配当金の９,０００円であります。 

 次ページをお願いいたします。 

 ３目１節基金運用収入の収入済額は６４万１,１５２円で、基金運用に係る定期

預金利息などでございます。 

 ２項財産売払収入の収入済額７９１万６,８７２円は、主に立木売払収入４９９

万７,５５３円及びＪクレジット収入２２２万４,０００円であります。 

 次に、１７款寄附金の収入済額は５億７,８７４万５,５００円であります。収入

済額の内訳につきましては、主に１目総務費寄附金は５億３,０４５万９,０００円

で、ふるさと応援寄附金であります。５目農林水産業費寄附金は、一般財団法人尾

鷲みどりの協会からの林業振興事業寄附金２,２３０万円及び地方創生応援寄附金

２,５００万円であります。 

 次ページをお願いいたします。 

 １８款繰入金の収入済額は９億３,４６５万６,６４０円で、１項基金繰入金の主

なものは、１目財政調整基金繰入金の４億４,３６９万、次ページの８目ふるさと

応援基金繰入金３億８,３６４万２,０００円であります。 

 ２項特別会計繰入金は、特別会計の前年度精算による一般会計への繰入れによる

もので、内訳は、１目国民健康保険事業会計繰入金１２０万９,８９４円、２目後

期高齢者医療事業会計繰入金が３,５４３万７４６円であります。 

 次ページをお願いいたします。 

 １９款繰越金の収入済額は３億２,２３２万４,４８１円で、これは繰越明許費を

含めた前年度繰越金であります。 

 ２０款諸収入の収入済額は３億２,３３９万２３９円、収入未済額は１,４９９万

９,３４８円であります。 

 諸収入の内訳につきましては、項別に御説明いたします。 

 １項延滞金加算金及び過料の収入済額６６３万２,６１３円は、諸税滞納延滞金

であります。 

 ２項市預金利子の収入済額２万９,８００円は、歳計一時預金利子であります。 
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 ３項貸付金元利収入の収入済額は４０４万５,０００円、収入未済額は３３万３,

５５２円であります。主なものにつきましては、２節奨学資金貸付金元利収入とし

ての返還金４０４万５,０００円、収入未済額１７万５,０００円につきましても、

奨学資金貸付金返還金であります。 

 次ページをお願いいたします。 

 ４項受託事業収入、１目民生費受託事業収入、１節地域支援事業受託事業収入の

収入済額は５,５４４万２,０００円であります。 

 ５項１目雑入の収入済額は２億５,７２４万８２６円、収入未済額は１,４６６万

５,７９６円で、収入未済額の主なものは、３節民生費雑入の生活保護法第６３条、

第７８条及び第７８条の２による返還金であります。 

 雑入につきましては、多項目にわたりますので、主なものを説明させていただき

ます。 

 ２節総務費雑入、備考欄上段、システム利用負担金７０８万５,０００円、これ

は総合住民システムを利用している各会計からの利用負担金であります。 

 次ページをお願いいたします。 

 ３節民生費雑入の主なものは、紀北広域連合負担金前年度精算金２,９１５万７,

８４７円、４節衛生費雑入では、折橋墓地移転事業に伴う補償金１億６,２４３万

９,４３６円、６節土木費雑入では、地域づくり助成事業助成金１,０００万円が主

なものでございます。 

 次ページをお願いいたします。 

 ２１款市債に移らせていただきます。 

 市債の収入済額は４億３,６８０万円であります。主なものは、１目民生債３,６

３０万円のうち、心身障害者医療費助成事業債２,３００万円などであります。 

 ２目衛生債は６,０６０万円で、主なものは、予防接種事業債２,７００万円であ

ります。 

 ３目農林水産業債２,８４０万円のうち、主なものは、次ページの２節水産基盤

整備事業債であります。 

 ４目土木債１億５,７８０万円のうち、主なものは、２節道路整備事業債４,１１

０万円、３節河川整備事業債２,５９０万円、４節急傾斜地崩壊対策事業債１,５２

０万円、５節都市計画事業債７,０８０万円であります。 

 ５目消防債３,７４０万円のうち、主なものは、１節消防団設備等整備事業債１,

９９０万円、２節消防団施設整備事業債１,７５０万円であります。 
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 ６目教育債は８,２３０万円のうち、主なものは、１節学校教育施設等整備事業

債４,１１０万円、２節多目的スポーツフィールド整備事業債４,１２０万円であり

ます。 

 ７目臨時財政対策債は３,４００万円であります。 

 以上、歳入合計は、予算現額１１９億７,２６８万２,０００円、調定額１１９億

１,２８４万３,６０４円、収入済額１１７億９,５６８万７,６９５円、不納欠損額

２０２万２,５５５円、収入未済額１億１,５１３万３,３５４円となりました。 

 以上、一般会計の歳入の説明でございました。 

 続きまして、２８８、２８９ページを御覧ください。 

 財産に関する調書でございます。 

 １、公有財産の土地及び建物についての総括表を御覧ください。表の左側、土地

の決算年度中に増減があったものとして、中段にあります、宅地９９平米の増加に

ついては、元九鬼出張所跡地の用地測量に伴う増加であり、その下にあります原野

２８５平米の増加については、古川橋耐震化に係る県事業に伴う用地測量により増

加したものであります。 

 表の右側、建物についてですが、決算年度中増減高区分、上から２番目、その他

の行政機関のうち、消防については、須賀利消防団車庫を撤去の上、新築したこと

により、差引き計５５平米の減少となりました。 

 中段の公共用財産のうち、その他については、旧南輪内出張所取壊しに伴う９４

平米の減少であります。 

 また、下段の建物については、元三木里小教員住宅取壊しに伴う１０４平米の減

少であります。 

 次の２９０、２９１ページを御覧ください。 

 （２）山林（市有林）の詳細については、普通林、制限林ともに増減はございま

せんでした。 

 下段の（３）有価証券につきましても、増減はございませんでした。 

 （４）出資による権利でございます。表の中段に記載の、公益社団法人三重県緑

化推進協会出捐金が１万９,９９０円の減、三重県農林漁業後継者育成基金出捐金

が３５万５,０００円の減となり、これにより決算年度末現在高合計は、１億５,９

２０万７,５５１円となりました。 

 次の２９４、２９５ページを御覧ください。 

 ２、物品ですが、小型乗用自動車１台及び普通特殊自動車２台が減となり、軽貨
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物自動車１台が増となったことから、車両の決算年度末現在高は２台減の１０４台

及び和船１隻となりました。 

 続きまして、３債権は、奨学資金貸付金が１６７万５,０００円減少し、決算年

度末現在額が２,２７１万５,０００円、市民税特別徴収翌年度徴収金が１９万１,

８００円減少し、８,３６９万９,７００円となりました。これにより、債権の決算

年度末現在額は１億６４１万４,７００円となりました。 

 次の２９６、２９７ページを御覧ください。 

 ４の基金でございます。令和５年度の基金の状況につきましては、基金の決算年

度中増減高は２億８,５６１万１,７７８円の増加で、決算年度末現在高は３７億５,

９８３万７６１円となりました。 

 以上で一般会計歳入及び財産に関する調書の説明とさせていただきます。 

 最後に、決算の認定についてのうち、会計課の歳出について御説明いたします。 

 決算書７６、７７ページにお戻りください。 

 一般会計、歳出、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額８億

９,３０９万１,０００円に対しまして、支出済額８億６,５９８万３,６４４円、不

用額２,７１０万７,３５６円でございます。この一般管理費に係る予算につきまし

ては、複数の課にまたがっていることから、会計課歳出分のみを資料として取りま

とめましたので、これに基づき説明させていただきます。 

 委員会資料の４ページを御覧ください。 

 資料４でございますが、表内の括弧書きにつきましては、他の課も含めた総額を

記載しております。 

 ２款総務費における会計課分の支出済額合計は１３３万２,１１８円で、会計事

務及び庁内事務経費であります。 

 節別に詳細を申し上げます。 

 まず、１０節需用費でございます。会計課所管の１０節需用費の支出済額は９０

万２１１円で、うち、消耗品費２３万６,８０１円は、事務用コピー用紙、決算書

関連用紙代等であります。 

 印刷製本費６６万３,４１０円は、決算書印刷製本代ほか、会計事務帳票類等の

印刷代であります。 

 次に、１１節役務費でございます。支出済額３８万４,６９７円で、通信運搬費

１８万７,９２０円は、口座振込通知等の郵送代、保険料３万１,７７７円は全国市

長会の公金総合保険料、手数料１６万５,０００円は、回線切替等手数料でありま
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す。 

 １３節使用料及び賃借料の支出済額４万２,２１０円は、複合機使用料でありま

す。 

 １８節負担金、補助及び交付金は、三重県都市会計管理者協議会への負担金５,

０００円であります。 

 一般管理費につきましては、以上でございます。 

 次に、１１款公債費、１項公債費、２目利子、２２節償還金、利子及び割引料で

ございます。この中で、会計課所管分につきましては、予算現額４１万１,０００

円に対し、支出済額は０円、不用額４１万１,０００円であります。これは一時借

入れの際の支払利息として予算計上したもので、令和５年度では一時借入れは行い

ませんでしたので、不執行となりました。 

 会計課所管分の決算につきましては、以上でございます。 

 御審議いただき、御承認賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○仲委員長  以上が会計管理者の総括説明と会計課の決算の説明でありますが、

何か御質疑ございますか。 

○南委員  委員長、ちょっとスピーディーな説明をしていただいておって、よう

ついていっていない部分があるもので、繰り返しちょっと確認しますけれども、財

産に関する調書の中で、２８９ページの増減について、いま一度ちょっと説明を願

えますか。２８９ページ。 

○野地会計管理者兼会計課長  失礼いたしました。 

 １、公有財産の土地及び建物についての総括表を御覧ください。 

 左のところに、左のページは土地ということで２８８ページは土地の増減を表し

たものとなっております。 

 中段に、宅地というのが、一番左側のところに宅地と書いておりまして、それで、

前年度の現在高があって、決算年度中の増減高がありまして、それで、最後が決算

年度末の現在高を表したものとなっております。 

 これで、中段のところにちょうど９９平米の増というのがあると思いますけれど

も、これについては、元九鬼出張所跡地の用地測量に伴う増加ということで、用地

測量を行った結果、９９平米の増加が見られたということで、それを計上したもの

です。 

 同じく、その下に、原野で２８５平米の増加というものがありますけれども、こ

れは古川橋の耐震化に係る県事業に伴う用地測量により増加したというふうなもの
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を表したものであります。 

 続いて、表の右側は建物の増減について表した表になります。２８９ページのほ

うになります。 

 これについては、決算年度中の増減高として、上から２番目のその他行政機関の

うち、消防というところがあると思いますけれども、これについては、木造・非木

造の増減がございまして、須賀利消防団の車庫を撤去し、それを今度はまた新築し

たということで、差引き、一番右の欄のマイナス５５平米というふうな形で減少と

なったというふうなことでございます。 

 それと、次に、中段のその他というところ、公共用財産のその他というところに、

一番右の欄で９４平米の減というものが、△９４平米というのがあるかと思います

けれども、これについては、旧南輪内出張所を取り壊したことによる９４平米の減

少、同じように下段、下から２番目の建物については、１０４平米の減少というこ

とで、これは元三木里小教員住宅の取壊しに伴う減というふうな形であります。 

 そのようなことをこの表では表しております。説明が不十分で申し訳ありません

でした。 

○南委員  分かりました。ありがとう。 

○仲委員長  他に質疑はございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  質疑なしと認めます。 

 会計課、これで終了いたします。御苦労さんでした。 

 １０分休憩いたします。 

（休憩 午前１１時１６分） 

 

（再開 午前１１時２５分） 

○仲委員長  総務課、準備大丈夫ですか。 

 それでは、総務課の決算の認定について審査を始めます。 

 説明をお願いいたします。 

○森本総務課長  総務課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、総務課関係につきまして、行政常任委員会資料に基づき説明させていた

だきます。 

 歳入につきましては、会計管理者から御説明申し上げましたので、歳出について
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御説明いたします。 

 まず、職員人件費について、一括して御説明いたします。 

 職員人件費は、決算書において、それぞれ科目に計上しており、多岐にわたって

おりますので、行政常任委員会資料、こちらのほうをもって説明させていただきま

す。 

 資料をよろしくお願いいたします。 

 こちらは、令和５年度会計年度任用職員を除く職員分の給与等科目別集計表であ

ります。各款ごとの給料等の人件費を集計したもので、表中段の一般会計の計は、

延べ１７４名分で、給料が６億６,１５０万２,９６９円、職員手当等が４億３,０

０１万２,７７４円、共済費が２億３６０万３,８６５円で、合わせて１２億９,５

１１万９,６０８円となり、前年度と比較いたしまして、１,１６６万５５円の増額

となりました。 

 下段の特別会計は７名分で、給料が２,４３４万６,３１７円、職員手当等が１,

０９６万４,６７６円、共済費が７２４万４,６３８円で、合わせて４,２５５万５,

６３１円となり、前年度と比較して、１５９万２,５６１円の増額となりました。 

 最下段の一般会計及び特別会計の決算額合計は、１３億３,７６７万５,２３９円

で、前年度と比較しまして、１,３２５万２,６１６円の増額となりました。 

 主な増額の要因でございますが、職員の増員によるものと、人事院勧告に伴う給

料のベースアップ、こちらのほうが要因でございます。 

 次に、次ページを御覧ください。令和５年度会計年度任用職員の給与等科目別集

計表であります。議会費から教育費までの報酬等の決算額合計は、延べ１５５名で

２億４,０５５万２,４７１円で、前年度と比較して１０９万８１１円の増額。同じ

く共済費、こちらのほうは３,８９９万７,５１５円で、前年度と比較いたしまして

４２０万３,３００円の増額であります。 

 主な増額の要因でございますが、職員の増員によるものと、人事院勧告に伴う給

料のベースアップ、こちらのほうが要因でございます。 

 職員人件費につきましては、以上でございます。 

 次ページを御覧ください。 

 続きまして、総務課に係る職員人件費以外の歳出について御説明いたします。 

 決算書７６ページ以降の１目一般管理費につきましては、総務課以外に政策調整

課、会計課、財政課の予算も混在しており、この資料をもって説明させていただき

たいと思います。こちらの明細の上段の括弧書きは、決算書に記載の額で、下段は
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総務課に係る決算額であります。 

 最初に、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費のうち、総務課分は、予

算現額５億２,０７９万１,０００円に対し、支出済額は５億１,０５１万１,８９７

円、不用額１,０２７万９,１０３円であります。 

 １節報酬から４節共済費までの、先ほど説明いたしました人件費に係る経費が主

であります。 

 次に、７節報償費５３万円の支出は、顧問弁護士４８万円が主なものでございま

す。 

 次に、８節旅費の８５万３,３４０円の支出は、普通旅費といたしまして、能登

半島地震への派遣職員の旅費、会計年度任用職員費用弁償が主なものでございます。 

 １０節需用費１,６３９万６,９８７円の支出は、消耗品が１８６万１,１３０円、

公用車ガソリン代等の燃料費３４７万１,７４０円、庁舎電気・水道の光熱費が８

２６万７,０７５円、修繕料２４８万６,８４２円は、公用車のタイヤ交換といった

修繕料、庁舎修繕料が主なものでございます。 

 １１節役務費５３９万６,８１２円の支出は、電話、郵送料の通信運搬費３０８

万５０７円のほか、浄化槽保守点検手数料１７４万９,８００円が主なものでござ

います。 

 １２節委託料３,２５２万９,０９２円は、職員健康診断委託料１６９万５,５９

０円、公用車集中管理業務委託料１,２９１万５,５９７円、文書管理システム運用

保守業務委託料２６１万３,６００円、庁舎警備業務委託料８０６万６,３００円が

主なものでございます。 

 次のページを御覧ください。 

 １３節使用料及び賃借料５５８万８,３３６円の支出は、有料道路通行料２１１

万１,４３４円、人事給与システム利用料１９６万６,８００円が主なものでござい

ます。 

 １４節工事請負費２４２万円は、庁内の空調設備２台の故障により改修したもの

でございます。 

 １７節備品購入費４７０万６,３１５円は、軽貨物車１台、ハイブリッド普通車

１台の購入が主なものでございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金５万５,７６０円は、職員研修参加負担金２万１,

８６０円が主なものでございます。 

 １４目諸費、１８節負担金、補助及び交付金８万３,０００円は、三重県自治研
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究センター会費４万円が主なものでございます。 

 次に、資料の６ページのほうを御覧ください。 

 尾鷲市公平委員会に係る決算について説明いたします。 

 ８目公平委員会費につきましては、予算現額１６万７,０００円に対し、支出済

額は２万３,４００円であります。１節報酬１万９,８００円は、委員３名に対する

報酬であります。 

 １８節負担金、補助及び交付金３,６００円は、全国公平委員会連合会負担金で

ございます。 

 次に、尾鷲市選挙管理委員会の決算について説明いたします。 

 １目選挙管理委員会費につきましては、予算現額１１５万９,０００円、支出済

額は１０８万４,９９９円であります。 

 １節報酬６３万８,０００円は、委員４名に対する報酬であります。 

 ８節旅費２１万２８０円は、全国選挙管理委員会連合会東海支部の総会に出席し

たものが主なものでございます。 

 次のページを御覧いただきまして、令和５年度に執行されました選挙費でありま

す。 

 令和５年４月９日執行の三重県議会議員選挙につきましては、予算現額２００万

７,０００円に対し、支出済額２００万４,６９３円で、東紀州選挙区は無投票とな

りましたが、準備費用といたしまして、職員の時間外手当３１万９,１０８円、ポ

スター掲示板撤去委託料１４０万８,０００円が主なものでございます。 

 資料の５ページのほうでございますが、情報公開審査会、公平委員会関係等の資

料を、８ページ、こちらのほうにつきましては、令和５年度に専決処分となった損

害賠償の額の決定についてを一覧として記載しておりますので、御参照のほどお願

いいたします。 

 以上で、総務課に係る決算説明とさせていただきます。御審査賜り、御承認賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。 

○仲委員長  どうも。総務課の説明は以上であります。 

 質疑がありましたら、御発言願います。 

○岩澤委員  すみません、お伺いいたします。 

 資料２ページの会計年度任用職員、ここには手当は書いてないんですけれども、

手当はどこを見れば分かりますか。 

○森本総務課長  こちらのほうは、まとめて表現させていただいているんですけ
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れども、決算資料のほうで……。すみません。少々お待ちください。 

○仲委員長  １６ページかな。参考資料の１６ページじゃないか。 

○森本総務課長  すみません、決算参考資料のほうでよろしいでしょうか。 

○仲委員長  どうぞ。言うてください。 

○森本総務課長  こちらのほうに関しましても、会計年度に関しましては、報酬

等でちょっと全部させていただいております。総額に関しましては、２節、３節、

４節のほうで表現させていただいている決算資料のほうがございまして、そちらの

ほうに全てちょっと取り込ませていただいているところでございます。 

○仲委員長  岩瀬委員、よろしいですか。 

○岩澤委員  ありがとうございます。 

○仲委員長  他に質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  質疑なしということで、総務課、審査終了いたします。御苦労さま

でした。 

（録音中断） 

○高芝議会事務局長  議会事務局です。よろしくお願いします。 

 それでは、議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、議会費に係る決算について説明させていただきます。 

 決算書の７４、７５ページのほうをお願いします。 

 歳出の第１款、第１項、第１目議会費の予算現額は９,８１９万５,０００円に対

し、支出済額は８,５００万９,９０２円、不用額は１,３１８万５,０９８円でござ

います。 

 なお、議会費の令和５年度の執行率は８６.５％、一般会計における構成比は０.

７％となっております。 

 それでは、節ごとに主なものを説明させていただきます。 

 まず、１節報酬、支出済額３,５８８万１,９１１円は、議員報酬及び会計年度任

用職員報酬でございます。 

 ２節給料は１,１９９万１,０００円で、事務局職員３名分の給料でございます。 

 ３節職員手当等は１,６８２万１,８５４円で、事務局職員の各種手当及び議員期

末手当でございます。 

 ４節共済費は１,５０５万１,９３８円で、議員及び事務局職員それぞれの共済組

合負担金等でございます。 



－２８－ 

 ８節旅費につきましては３５万７,５００円、９節交際費につきましては８万３,

６９０円で、議長交際費に係る支出でございます。 

 次に、１０節需用費でございます。こちら６８万８,９４４円で、主なものとい

たしましては、消耗品費５７万２,８０７円。こちらは法令集等の追録加除、新聞

購読料、コピー用紙代などでございます。 

 次に、１１節をお願いします。役務費でございます。こちら、１２万３,９３１

円で、内訳といたしましては、郵送料等の通信運搬費、地元新聞社などへの各種広

告料及び議場の名札書換手数料でございます。 

 １２節委託料は１５３万４,５００円で、会議録反訳に係る委託料及び議場マイ

ク等設備点検委託料でございます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料は１９６万９,７４４円で、主なものといたしま

しては、回線使用料８７万１,４４０円で、こちら、セルラータイプのタブレット

通信料として３５万６,６４０円と、議会中継用のインターネット回線使用料５１

万４,８００円でございます。ほか、７７ページのペーパーレス会議システムの利

用料９９万円など、記載のとおりでございますので、よろしくお願いします。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金、こちらにつきましては４２万４,８９０

円で、全国市議会議長会負担金３０万６,０００円以下、東海市議会議長会理事会

負担金までの記載のとおりでございます。 

 以上、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算のうち、議会費に係る説明とさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

○仲委員長  以上が議会事務局の説明でございます。 

 質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  質疑なしということで、議会事務局、終了いたします。 

（録音中断） 

○仲委員長  失礼しました。監査が待っていましたもので、今から監査を始めま

す。 

（発言する者あり） 

○仲委員長  すぐ終わるで。準備できていますか。 

○仲監査委員事務局長  はい。 

○仲委員長  そうしたら、決算の説明をお願いいたします。 

○仲監査委員事務局長  監査委員事務局です。よろしくお願いいたします。 
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 議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

監査委員事務局に係る決算について説明させていただきます。 

 監査委員事務局の職員体制につきましては、識見監査委員、議選監査委員の補助

を行うため、事務局職員２名が従事しております。監査委員の指揮の下、定期監査、

例月出納検査、決算審査に係る調査、検証、指導等の経常的な業務のほか、住民監

査請求など各種要求に基づく監査に対する実務を行っております。 

 それでは、主要施策の成果及び実績報告書３１ページを御覧ください。通知いた

します。 

 令和５年度の主な事業といたしましては、令和５年４月から令和６年２月にかけ、

各課、各地区センター、コミュニティーセンター、学校、財政援助団体、指定管理

者など、４１か所の定期監査を実施いたしました。例月出納検査といたしましては、

毎月１回、一般会計、特別会計と病院、水道事業会計における支出命令書等の関係

諸帳簿の計数確認、現金保管状況及び基金運用状況等の確認を行っております。ま

た、５月下旬から８月中旬にかけては、各会計の決算審査並びに財政健全化、経営

健全化の審査を実施し、その結果の概要につきましては、本委員会において、代表

監査委員から報告させていただいております。 

 令和５年度の監査委員事務局に係る職員人件費を除く監査事務費の決算額は２３

４万３,０００円で、全て一般財源となっております。 

 それでは、令和５年度尾鷲市一般会計特別会計歳入歳出決算書の１１０、１１１

ページを御覧ください。 

 ２款総務費、６項監査委員費、１目監査委員費の予算現額は２,０５４万９,００

０円で、支出済額は２,０３０万９,９９８円、不用額は２３万９,００２円となっ

ております。主な支出といたしましては、１節報酬、支出済額１７６万９,９９９

円につきましては、監査委員２名分の委員報酬であります。 

 ２節給料から４節共済費までは、事務局職員２名分の人件費であります。 

 ７節報償費につきましては、住民監査請求に係る弁護士相談料を予算計上してお

りましたが、令和５年度においては請求がなかったため、支出はございませんでし

た。 

 ８節旅費、支出済額４万２,４００円につきましては、富山県高岡市で開催され

た東海・近畿・北陸三地区共催の都市監査事務研修会及び豊橋市で開催されました

東海地区都市監査委員総会・研修会への参加に係る旅費であります。 

 １０節需用費、支出済額４７万７,０１４円は、地方監査実務提要や公営企業実
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務提要等の書籍の追録加除代及び地方公営企業関係法令集の購入費並びにコピー用

紙をはじめとする事務用消耗品費であります。 

 １１節役務費につきましては、住民監査請求に係る書類送付用切手代ほか郵送料

として１万円を予算計上しておりましたけれども、令和５年度において監査請求が

なかったため支出はございませんでした。 

 １３節使用料及び賃借料４万３,３８９円につきましては、事務所設置の複合機

に係る使用料でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金、支出済額１万円は、備考欄に記載のとおり、三

重県、東海地区、三地区都市監査委員会のそれぞれの会費並びに総会・事務研修会

等への参加負担金であります。 

 以上で監査委員費についての決算説明を終わらせていただきます。よろしく御審

議賜りますようお願い申し上げます。 

○仲委員長  以上が監査委員会事務局の説明であります。 

 質疑ございますか。 

○南委員  １１１ページの８節の旅費、富山市と豊橋市ですか、行ったというこ

とで、支出済額が４万２,４００円のが上がっておるんですけれども、これは車で

行ったの。金額的に、僕ちょっと、えらい安いなと思うんです。そこら辺ちょっと

詳細にお願いいたします。 

○仲監査委員事務局長  一つは豊橋市ということで、車で向かいました。もう一

つの富山県高岡市に関しましても、日程の関係で前泊を予算計上しておったんです

けれども、総会の日程の関係で、もうその朝から行っても間に合うであろうという

ことで、車で行かせていただきました。 

○南委員  これ、富山まで行った。結構、役所の出張というのは、僕は、ＪＲや

公共交通機関をほとんどが利用されるのかなと思うんだけれども、富山ぐらいまで

やったら、車で行っておるの。これ、特別でしょう、車で行かれたの。それだけ。

１点だけ。もう通常、車でこの形で行くのか。それだけちょっと方向性だけ。 

○仲監査委員事務局長  やはり予算計上した段階では、前泊で、公共交通機関で

行く予定でありましたけれども、ちょうど、やっぱり悩ましい、やっぱり費用を削

減したいという思いもございまして、悩ましいところで、あとは、総会の、そのほ

うの日程を見て、余裕があると判断して、行かせていただきました。 

○仲委員長  よろしいですか。 

○南委員  分かりました。 
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○仲委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  なしということで、監査委員事務局、終了いたします。御苦労さん

でした。 

 再開は１時１５分。 

（休憩 午前１１時５５分） 

 

（再開 午後 １時０７分） 

○仲委員長  それでは、政策調整課の決算の認定について、説明をお願いします。 

○三鬼政策調整課長  政策調整課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、政策調整課に関する決算状況について、歳入歳出決算書、主要施策の成

果及び実績報告書及び当課の資料を用いて説明いたします。 

 まず最初に、決算書の７６ページ、７７ページを通知いたします。 

 このページから始まります、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費につ

きましては、多課、幾つかの課にわたるため、当課に係る分のみを資料にまとめさ

せていただきました。 

 資料は、一般管理費に加えて、２目の文書広報費、５目の企画費、１０目の男女

共同参画費、５項統計調査費についても同様にまとめておりますので、こちらの資

料を基に説明をさせていただきますので、お願いいたします。 

 委員会資料の１ページを御覧ください。通知させていただきます。 

 資料の見方ですが、上段の括弧書きが全体の額、下段が政策調整課分でございま

す。 

 では、１目一般管理費、予算現額３億６,９６２万６,０００円に対し、支出済額

は３億５,２９１万６,１１０円で、不用額は１,６７０万９,８９０円でした。主な

支出は、８節旅費が９６万３,６００円、９節交際費が２８万１,９６６円で、市長

の事務経費でございます。 

 １０節需用費の支出は１９１万７,８３３円で、ふるさと納税関連の消耗品が主

なものでございます。 

 １１節役務費の支出は６,４５７万５,０２５円で、ふるさと納税指定代理納付手

数料が主なものでございます。 

 １２節委託料の支出は２億５,３５７万２,１８０円で、ふるさと納税関連の業務
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委託料でございます。 

 続きまして、１３節使用料及び賃借料の支出は２,６７１万７,２５３円で、情報

化推進事業におけるインターネット使用料及び情報化推進機器借上料が主なもので

ございます。 

 １７節備品購入費の支出は３７万９,２８０円で、情報化推進事業の備品として

予備端末を購入したものでございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金の支出４４７万２,５７３円は、情報化推進事業

における中間サーバー利用負担金や、三重県市長会関係の負担金でございました。 

 委員会資料、次のページをお願いいたします。決算資料におきましては、８４、

８５ページとなります。 

 ２目文書広報費は、予算現額１,３６４万８,０００円に対し、支出済額は１,３

４０万３,９９５円、不用額は２４万４,００５円でした。主な支出は、１０節需用

費が７２１万６,０６４円で、広報おわせの印刷費が主なものでございます。 

 次に、１１節役務費は３８４万８,１３０円で、広報配布手数料が主なものでご

ざいます。 

 １２節委託料は８５万３,７９９円で、こちらも広報配布委託料でございます。 

 １３節使用料及び賃借料は１４４万７,００２円で、ホームページに係るクラウ

ドシステム利用料が主なものでございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金は前年同様の３万９,０００円で、広報協議会等

への負担金でございます。 

 次に、５目の企画費を説明いたします。 

 委員会資料では、２ページから３ページにかけて、決算書では８６ページから９

１ページになります。 

 ５目企画費は、予算現額１億２,５４８万５,０００円に対し、支出済額が１億９

７１万１,９０９円、不用額は１,５７７万３,０９１円となっております。 

 ７節の報償費は１,５９９万７,０００円の支出で、地域おこし協力隊活動報償費

が主なものでございます。 

 次に、８節旅費は４８万７,８６０円の支出でございました。 

 １０節需用費は９３万４,２４８円の支出で、移住体験住宅の光熱水費及びふれ

あいバスの修繕費等が主なものでございました。 

 委員会資料３ページをお願いいたします。 

 次に、１１節役務費は７０万６,８８７円の支出で、通信運搬費や地域おこし協
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力隊募集に係る記事作成手数料でございます。 

 次に、１２節の委託料は６,９２３万２,５９４円の支出で、ふれあいバスに係る

運行委託料及び指定管理料が主なものでございます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料は１５４万５,１１９円の支出で、主に移住定住

及び協力隊募集のサイト使用料でございます。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金は２,０８０万８,２０１円の支出で、東紀

州地域振興公社負担金、おわせＳＥＡモデル協議会負担金、地域おこし協力隊活動

費補助金が主なものでございます。 

 続いて、１０目の男女共同参画費を説明いたします。委員会資料では４ページ、

決算書では９２から９５ページでございます。 

 １０目男女共同参画費は、予算現額２４万４,０００円に対し、１４万７８５円

を支出し、不用額は１０万３,２１５円でした。 

 １節報酬は７万２,６００円の支出で、男女共同参画審議会委員報酬でございま

す。 

 ７節報償費は１万円の支出で、講師謝礼でございました。 

 次に、飛びまして、１８節の負担金、補助及び交付金は４万７,０１３円の支出

で、三重県内の男女共同参画連携映画祭東紀州市町負担金でございました。 

 次に、５項の統計調査費でございます。委員会資料では４ページ、決算書では１

０８ページから１１１ページに該当します。 

 １目統計調査総務費は、予算現額９万９,０００円に対し、支出済額は７万４,２

８０円で、不用額は２万４,７２０円でした。 

 １０節の需用費は６万７,２６０円の支出で、消耗品費、尾鷲市統計書の印刷製

本費でございます。 

 １１節の役務費は７,０２０円の支出で、通信運搬費でございました。 

 次に、２目指定統計調査費は、予算現額３６４万６,０００円に対し、支出済額

は３５２万７７０円で、不用額は１２万５,２３０円でございました。 

 １節報酬は２５６万１,９５０円の支出で、指定統計調査に係る指導員及び調査

員の報酬でございます。 

 １０節の需用費は６３万４,９８４円の支出で、消耗品費でございました。 

 １１節の役務費は７万１,８３５円の支出で、通信運搬費でございました。 

 １３節使用料及び賃借料は５万６２３円の支出で、複合機使用料でございました。 

 ここからは、主要施策の成果及び実績報告書及び当課資料を用いて各担当より説
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明いたします。 

○西村政策調整課調整監  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２１ペー

ジを御覧ください。通知いたします。 

 ふるさと納税事業でございますが、事業の内容と成果としましては、ポータルサ

イト、ふるさとチョイス、楽天ふるなびを通じたふるさと納税ＰＲを中心に行うこ

とにより、令和５年度ふるさと納税寄附件数３万８,５７７件、寄附金額５億３,０

４５万９,０００円となりました。事業費決算額２億８,２０４万１,０００円、財

源内訳は全て、その他特定財源でございます。 

 以上でございます。 

 続きまして、ふるさと納税事業につきましては、委員会資料２を用いて説明させ

ていただきます。委員会資料５ページを御覧ください。通知いたします。 

 令和５年度ふるさと納税事業に係る支出済額表を御覧ください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額２億９,７８０万４,０

００円のうち、２億８,２０４万７８７円がふるさと納税事業に係る支出済額とな

ります。 

 次の欄を御覧ください。 

 ８節旅費の支出済額５万１,４２０円につきましては、令和５年８月に埼玉県で

行われたＥＳＳＥふるさとグランプリへ参加し、尾鷲市ふるさと納税ＰＲを行いま

した。 

 １０節需用費、支出済額１８０万１,６８９円につきましては、事務用品の消耗

品費や、返礼品等のＰＲ用チラシ、封筒、寄附証明書、お礼状の印刷費でございま

す。 

 １１節役務費の支出済額６,４５６万５,３４９円で、内訳としましては、寄附し

ていただいた方へ納税証明書の発行と発送等に係る通信運搬費４９１万６,７８２

円や、ふるさと納税ポータルサイト代理納付手数料５,８７４万８,７６７円となり

ます。 

 １２節委託料の支出済額２億１,４５５万５,４００円につきましては、ふるさと

納税関連業務委託料となります。この委託料の内訳としましては、返礼品代や発送

代等、返礼品に関連する経費が含まれております。また、不用額６５４万４ ,６０

０円につきましては、ふるさと納税寄附金額に対しての返礼品費となりますので、

予算に不足が生じないよう計上した結果となっております。 

 １３節使用料及び賃借料の支出済額１０６万６,９２９円の内訳につきましては、
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複合機使用料６１万１,５２９円、ふるさと納税システムのサーバー使用料３３万

円となります。 

 続きまして、委員会資料６ページを御覧ください。通知いたします。 

 こちらは、令和５年度のふるさと納税事業に係る活動実績の一覧となります。主

立ったものだけ説明させていただきます。 

 令和５年４月からポータルサイト、ふるさとチョイスでのＰＲとして、お礼の品

最新情報の掲載を週末の土曜日、日曜日、月１０回をスタートさせました。また、

ふるなびにおきましても、自治体から最新情報の投稿も併せて毎日行いました。 

 ５月には、ふるさとチョイス全国自治体閲覧ランキングにおいて、１,７００自

治体のうち、５位にランクにしました。 

 ８月には、ふるさと納税からつながる関係人口づくりイベント「おわせ港まつり

へ行こう！」特別観覧席招待を実施し、全国から本市を応援していただいた寄附者

様を迎え入れました。この取組は、官民連携事業として、日経新聞ウェブ記事とし

て掲載されました。 

 また、同月、扶桑社発行の月刊誌『ＥＳＳＥ』が開催するＥＳＳＥふるさとグラ

ンプリに参加し、魚介類部門において、生食用サーモン切り落とし７５０グラムが

銀賞を受賞し、『ＥＳＳＥ』１２月号に掲載されました。 

 また、毎年、寄附者全体の約半数が関東からの寄附者であることから、東京日本

橋三重テラスにて、尾鷲市ふるさと納税感謝企画「おわせのお昼ご飯できたでまっ

とるでなー」を実施し、尾鷲らしい魚介類を中心とした産品を寄附者様に堪能して

いただき、寄附金の使途を明確に報告することで、末永く本市を応援していただく

関係人口づくりを行い、今後も継続してまいります。 

 続きまして、ふるさと納税実績、（１）ふるさと納税寄附金額等の推移、（２）

令和５年度ふるさと納税寄附金金額別内訳、（３）令和５年度ふるさと納税寄附者

地域別内訳、（４）令和５年度ふるさと納税返礼品申請件数（上位１０品）、（５）

令和５年度寄附者アンケート内訳につきましては、委員会資料９ページから１１ペ

ージを御覧ください。 

 また、委員会資料１２ページから１５ページまでは、令和５年度新規返礼品出品

リストとして、事業者とともに新たに１０４品の返礼品をつくり上げましたので、

掲載いたしました。 

 今後も、より魅力ある尾鷲らしい返礼品や時代のニーズをいち早く把握し、８０

を超える市内事業者様とともに返礼品の提案、企画開発を行うことで、寄附を獲得
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し、尾鷲市の認知をさらに図るツールとして、さとふる、Ａｍａｚｏｎ等の新たな

ポータルサイトの導入や、本市に来訪した際に宿泊や飲食時にもふるさと納税が利

用できる現地決済型ふるさと納税を導入することで、寄附者の選択肢をさらに増や

していき、ふるさと納税事業を尾鷲市全体に展開してまいります。 

 また、本市に寄附者が応援したいと思い、寄附していただけるような、共感され

る取組、尾鷲市感謝企画を実施し、寄附金の使い道についても丁寧に寄附者様に報

告することで、尾鷲市ふるさと納税事業、ふるさと納税からつながる関係人口づく

りをさらに推進してまいります。 

 以上がふるさと納税事業に係る説明となります。 

○後藤政策調整課調整監  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２３ペー

ジを御覧ください。通知いたします。 

 おわせＳＥＡモデル事業における事業内容につきましては、尾鷲三田火力発電所

用地の効果的な活用を目指し、尾鷲市、中部電力株式会社及び尾鷲商工会議所との

連携により、用地活用計画の検討、企業誘致に関する調整を継続して進めておりま

す。 

 令和５年度の事業の成果におきましては、陸上養殖に係る事業化検討としまして、

エビ養殖事業の誘致につなげるため、尾鷲三田火力発電所用地内における地下海水

の採取を目的としたボーリング調査を実施しました。ボーリング箇所から採取しま

した地下海水の水質分析及びエビ養殖試験を行いまして、採取した海水がエビ養殖

事業に利用可能であることが確認できました。 

 また、陸上養殖品の地域ブランド確立に向けたマーケット調査としまして、県内

食品卸売業者等へのヒアリング調査を行い、結果として、想定販売価格が市場にお

いて現実的な水準であることも確認できました。 

 事業決算額は、おわせＳＥＡモデル協議会負担金としまして、一般財源の１００

万円でございます。 

 説明は以上となります。 

○片原政策調整課係長  それでは、続きまして、主要施策の成果及び実績報告書

の１９ページを御覧ください。通知いたします。 

 情報化推進事業について説明いたします。 

 事業の内容につきましては、住民サービスや職員の業務の基盤となっている庁内

ネットワークその他業務システム及びサーバー機器等の稼働維持や保守、必要な改

修等、関係業務を行ったものであります。 
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 主に委託料３,９０１万７,０００円は、庁内住民基本台帳システムやネットワー

クなどのシステムサポート保守料となっており、使用料及び賃借料２,５５６万３,

０００円は、クラウドのシステム利用料や機器の借上料となっております。 

 事業の成果といたしましては、庁内ネットワークその他業務システム及びサーバ

ー機器等の保守運用業務により業務を円滑に執行する基盤を適正に管理運用すると

ともに、老朽化した庁内ネットワーク機器について、安価でシンプルでありつつ、

業務効率や強靱性を向上させるための総合的な見直しを行いました。 

 また、令和５年度より、本事業が総務課から政策調整課へと移管し、デジタル推

進係が新たに設置されたことから、今後のデジタルの活用やデジタルトランスフォ

ーメーションの推進の在り方と方向性に関する方針を明確にするため、尾鷲市ＤＸ

推進基本方針とそれに基づく実施計画を策定いたしました。 

 事業費といたしましては、６,８８６万７,０００円。財源内訳は、国庫支出金と

して、基礎年金事務費交付金等１２７万５,０００円、その他特定財源として、シ

ステム利用負担金を各会計から合計７０８万５,０００円。これらに関しましては、

いずれも庁内ネットワークやシステム等インフラの利用に係る負担金となっており、

その結果、一般財源は６,０５０万７,０００円であります。 

 なお、一般財源が、昨年度、令和４年度の決算時より約６９１万円増加している

主な要因としましては、総合住民システムの機器入替えの際に、今後のガバメント

クラウドへの移行を見越して、一部をクラウド化したことによる使用料の増加によ

るものが主な要因となっております。 

 情報化推進事業についての説明は以上となります。 

○山本政策調整課主幹兼係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２２

ページを御覧ください。 

 広報広聴事業について説明いたします。 

 広報等発行事業につきましては、主に広報おわせ、ホームページ、エリアワンセ

グ、ツイッターやＬＩＮＥ等のＳＮＳなどを通じて、生活に関する情報を中心に市

政情報などを分かりやすく提供し、市民の皆様と行政の情報共有を進めました。 

 また、広報おわせ及びホームページバナー広告の募集掲載につきましては、民間

企業等の広告媒体として活用され、６８万５,０００円の広告収入となり、令和４

年度と比較して、１６万５,０００円の増収となりました。 

 事業費決算額は１,３４０万４,０００円で、財源内訳は、国庫支出金として、基

礎年金事務費交付金８,０００円、その他特定財源として、広告事業収入の６８万
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５,０００円、一般財源が１,２７１万１,０００円であります。 

 説明は以上でございます。 

○松井政策調整課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２４ページ

を御覧ください。通知いたします。 

 交通体系関係事務経費について説明いたします。 

 事業の内容につきましては、市内の地域公共交通について、尾鷲市地域公共交通

活性化協議会で協議するとともに、ふれあいバス５路線、九鬼・早田線、北輪内線、

南輪内線、尾鷲地区、須賀利地区のバス運行を行ったものであります。 

 事業の成果といたしましては、尾鷲市地域公共交通計画における公共交通ネット

ワーク形成の基本方針に基づき、ふれあいバス尾鷲地区について、空白時間帯の解

消、乗車効率の改善等を目的とした増便や、供用が開始された小原野墓地へのバス

停設置など、路線やダイヤの一部見直しを実施し、本年４月１日から運行しており

ます。 

 次に、ふれあいバス５路線の利用者数についてであります。ふれあいバス５路線

での利用者延べ人数は、九鬼・早田線が１万６,２１４人、北輪内線が４,９０９人、

南輪内線が１万３８２人、尾鷲地区が１万７,５７１人、須賀利地区１,７３９人の

合計５万８１５人で、前年度と比較して、７１１人の減少となりました。 

 この傾向の主な要因としましては、ふれあいバス尾鷲地区における利用者数の減

少によるものであり、人口減少に伴う需要の落ち込みや新規利用者の伸び悩みなど

が理由として考えられます。 

 今後も利用者の皆様の利便性、安全性の向上を図るために、尾鷲市地域公共交通

計画に基づき、地域の皆様、利用者の皆様の御意見を伺いながら、持続可能で効率

的な生活交通体系の構築を進めてまいります。 

 事業費は７,４４３万円で、財源内訳は、国庫支出金として、地域公共交通確保

維持改善事業費補助金６０万９,０００円、その他特定財源として、ふるさと応援

基金繰入金１,０００万円、一般財源６,３８２万１,０００円であります。 

 なお、事業費が昨年度より約１,１００万円増加している主な要因としましては、

これまで運行していた八鬼山線、ハラソ線の２路線について、利便性の向上などを

目的として、令和５年４月１日から、九鬼・早田線、北輪内線、南輪内線の３路線

に再編したことによるバス運行委託料の増額のほか、バス運行委託料及び指定管理

料の経費としての燃油価格や人件費が高騰したことによるものであります。 

 説明は以上でございます。 
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○世古政策調整課主幹兼係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２５

ページを御覧ください。 

 定住移住促進事業でございます。 

 本事業では、生まれ育った故郷の尾鷲市にＵターンしようと考えている人や、テ

レワーク、ワーケーションなど多様な生活スタイルを選ぶ人が増えている状況で、

新しい人の流れを創出することを目的としております。 

 事業の内容といたしましては、移住相談窓口や移住体験住宅、国や県と連携した

東京圏からの条件付き移住に対する移住支援制度などであります。 

 また、高校生が地域の課題解決型学習に取り組むことで、地域の資源や魅力、可

能性について深く知り、郷土への愛着と誇りを醸成し、一度は故郷を離れても地域

に戻るという選択肢となることを目指した尾鷲高校まちいくを実施しております。

尾鷲高校、尾鷲市、紀北町、三重大学が連携し、毎年２年生を対象に、平成２６年

度より継続しております。 

 次に、ふるさと納税者からつながる関係人口づくりとして、東京からの７,００

０件以上を含む、関東圏から約２万件を超えるふるさと納税で支援をしてくださっ

た方がいることから、尾鷲市をより深く知ってもらうようＰＲし、関係人口のさら

なる増加につなげていきます。 

 次に、空き家バンク強化・活用連携事業として、南部地域活性化基金を活用し、

空き家バンクに登録されている空き家をストリートビューのように、ネット上で詳

しく閲覧できるように取り組んでおります。 

 その成果として、尾鷲高校まちいくは、熊野古道を見詰め直し、持続的な保全と

活用について取り組み、座学、フィールドワークを経て、提案発表を行い、地域へ

の愛着、知見を深めました。 

 空き家バンクについては、内覧１９５件、面談２９０件、電話の問合せ８２２件

ありました。その結果、２４件が成約となり、うち１４件が市外の方の購入、賃貸

となりました。 

 ふるさと納税からつながる関係人口づくりについては、昨年度応援してくださっ

た方をおわせ港まつりにお迎えし、特別観覧席やキッチンカーで感謝の気持ちをお

伝えするとともに、尾鷲市を知っていただく機会としました。 

 南部地域活性化基金を活用した空き家バンク強化活用連携事業については、空き

家バンクに登録している物件１０件を３６０度カメラで撮影し、ホームページに公

開いたしました。 
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 事業費決算額は２３５万５,０００円、財源内訳といたしましては、国庫支出金、

デジタル田園都市国家構想交付金４万１,０００円、県支出金として、南部地域活

性化基金事業費補助金４２万９,０００円、その他特定財源として、移住体験住宅

使用料１６万円、一般財源１７２万５,０００円となっております。 

 以上でございます。 

 続きまして、地域おこし協力隊事業でございます。主要施策の成果、実績報告書

の２６ページを御覧ください。 

 本事業では、都市住民と外部人材を地域おこし協力隊として活用し、地域課題の

解決や地域の活力づくりを進めることで、地域と外部人材が一緒につくる活力あふ

れるまちづくりの好循環を目指すものです。 

 事業内容といたしましては、令和５年度には三木里町１名、向井地域１名、関係

人口づくり１名、魅力発信１名、定住移住促進関係３名の計７名の隊員が活動いた

しております。また、隊員の活動紹介や、協力隊体験キャンプなど、現役隊員、Ｏ

Ｂ、ＯＧとともに新規隊員の募集活動を行うものであります。 

 三木里町においては、持続可能な観光仕組みづくりのため、ビーチクリーン活動

や巡リサイクルバザーのイベントを実施いたしました。向井地区においては、多世

代の人々が交流できる居場所でイベントを実施し、子供や保護者に楽しい場所との

認識を持っていただけるようになりました。また、市外から１か月間、高校生を受

け入れ、地区の方との多くの接点をつくることで、深い関係人口を創出できました。 

 魅力発信については、釣りや自然体験、住民との交流やお店などの尾鷲の魅力を

ユーチューブで発信したほか、釣りイベントの開催や、既存イベントへ参加するこ

とで、ＳＮＳで発信し、尾鷲の魅力をＰＲいたしました。 

 関係人口づくりについては、ふるさと納税で応援してくださった方へのお礼状に

創意工夫を加えるとともに、新規返礼品の発掘に努めました。また、既存イベント

や三重テラスでの感謝企画を行うことで、応援してくださった方との関係を深める

ことができました。 

 定住移住促進関係については、空き家バンクや仕事バンクの運営を行うとともに、

ＵＪＩターンをサポートして、新しい人の流れを創出しました。なお、令和５年度

は１名が任期満了により退任しております。 

 事業費決算額は２,８７７万６,０００円、財源内訳は全額が一般財源となってお

りますが、特別交付税で全額措置されます。 

 説明は以上でございます。 
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○三鬼政策調整課長  続きまして、委員会資料の資料３、１６ページを通知いた

します。 

 こちらにおきましては、令和５年度に実施いたしました新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金事業の実施結果を一覧として掲載しております。 

 本事業は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止とともに、感染拡大の影響

を受けている地域経済や住民生活を支援し、地方創生を図るため、地方公共団体が

地域の実情に応じた事業を実施できるよう創設されたものでございます。 

 事業番号の１番、令和５年度尾鷲市物価高騰対策生活支援給付金事業をはじめと

する五つの事業の内容につきましては、記載のとおりでございまして、各課からの

決算状況として後ほど説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、委員会資料の資料４、１８ページを御覧ください。通知いたします。 

 こちらにおきましては、令和５年度物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事

業の内容でございます。 

 この事業におきましては、エネルギーや食料品価格の物価高騰の影響を受けた生

活者や事業者の支援を通じた地方創生を図るため、地方公共団体が必要な事業を実

施できるよう定められたものでございます。 

 こちらも同じく事業番号１番の物価高騰対策生活支援給付金（追加対策分）、そ

れの給付事業をはじめとする三つの事業を掲載させていただきました。 

 こちらにつきましても、各課からの決算状況として説明をさせていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 以上をもちまして、政策調整課に係る決算についての説明を終わらせていただき

ます。よろしく認定いただきますようお願いいたします。 

○仲委員長  以上が政策調整課の決算状況の説明であります。 

 質疑のある方。 

○西川委員  ちょっと教えてほしいんですけど、主要施策の２３ページのおわせ

ＳＥＡモデル事業ってありますよね。これも、Ｓはまだ野球場とかで分かるんです

よ。エネルギーの有効活用というのは何を目指して言っておるんですか、これ。 

○後藤政策調整課調整監  ありがとうございます。 

 今、御指摘いただきました点は、中部電力株式会社様が太陽光発電の事業をエリ

アのモデルの中で検討するということで、今、企業内で検討していただいている状

況でございます。 

○西川委員  それは中部電力さんの話でしょう。 
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 それと、あと、アクア・アグリの部分で、バナメイエビと言っていますよね。こ

こに今、大型製材所を誘致するって、この間まで騒いでいましたよね。じゃ、この

エビはどこで作るんですか、これ。誰が作るんですか、これ。 

○三鬼政策調整課長  基本的に大型製材所の誘致も、バナメイエビを中心とした

陸上養殖も、いわゆる６４万平米の中の土地を対象としてやっていますので、同じ

ところに重なる構想ではございません。 

 有効にエリアを分けて、今、企画が進められておりますので、どちらか一方を選

択するのではなしに、両方とも事業が企業体によって検討されているという状況で

ございます。 

○西川委員  いや、そのエビ、大型事業は、製材所は分かりますよ、その場所が

違うと言われたら。あれだけ広大な土地ですから。誰がやるんですか、どちらの事

業も。それが分からない。 

 大型製材所誘致、誘致と言うけど、どこの大型製材所が来るか分からんし、バナ

メイエビの養殖やって張り切って、どこの業者さんがこれつくるんですか。 

○三鬼政策調整課長  まだ検討段階ですので、詳細な固有名詞はちょっと申し上

げられませんが、基本的には企業グループでございます、両方とも。両方とも複数

の企業が出資を前提としまして、民間の企業が両方の事業について現在検討をして

いただきまして、ＳＥＡモデル協議会とも協議を進めながら、着実に一歩ずつ進め

ておる段階です。 

○西川委員  これ、本当に実現は可能なのでしょうか。この前の第２ヤードの件

があるもので、ちょっと心配して聞いておるんですけど。 

○三鬼政策調整課長  確かに事業として成り立つ以上、もう採算性が最優先され

て、あとはどのように投資をして、どのように利益を上げるかというところは、綿

密に今、企業のほうで検討を重ねておりますので、私たちはそれに沿うような形で、

ＳＥＡモデル協議会として協力できるところも検討しながら進めておりますので、

いずれの二つの事業も成功に導けるように、こちらも努力をいたしますし、そうい

うことを今期待して進めております。 

○仲委員長  よろしいですか。 

○小川委員  予算書の８７ページ、報償費なんですけど、地域おこし協力隊の報

償費と聞いたんですけれども、不用額が５５０万ぐらいですか、これ。予定の人数

来なかったのか、なぜ５５０万残ったのか、その理由をお聞かせください。 

○三鬼政策調整課長  確かに当初予算でお示しした金額は、年内に協力隊を何名、
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何月からということを算定して、お認めいただいたんですが、やはり昨今、コロナ

後で、協力隊の募集も多くあり、応募によっては、なかなか募集人員が集まらなく

て、採用が後ろ倒しになったところもあって、正直予定どおり採用できなかった時

点もございますので、それが不用額に反映しているとお考えください。よろしくお

願いします。 

○小川委員  予定した人数が集まらなんだと理解すればいいですね。 

○三鬼政策調整課長  それも一部、地区によっては、考えていた方が１年中着任

しなかったところもありますし、月数が遅れて、年度末に着任になった方もござい

ますので、委員のおっしゃるとおりです。 

○小川委員  実績報告書のところの２６ページ、今この仕事バンクというのは何

社ぐらいが登録されているんでしょうか。 

○三鬼政策調整課長  仕事バンクも２種類ございまして、いわゆる都市部から来

られた方が移住補助金を受けられるような事業としても２社ございますし、それ以

外に１０数社、仕事バンクとしては登録が今ございまして、今後、自営業でおられ

た方の後の継業ですね。いわゆる廃業されたりした物件を、あと、そこに自営業と

して着任されるようなことも含めて、仕事バンクの幅を広げて、今検討している段

階です。 

○小川委員  今聞くと事業承継のほうにも力を入れていくということなんでしょ

うか。 

○三鬼政策調整課長  そのとおりでございます。というのは、やはり高齢化や担

い手不足によって廃業されてしまう自営業の方もおられるところから、今後も商工

会議所と連携して、やめてしまう前にも、そういう情報を発信して、新しく商売を

始めたい方を、移住だったり、２拠点居住、ふだんは、例えば都市部にいて、週末

だけこちらで商売する方も過去にはございますので、そういうことも含めて、店が

閉じてしまう前からも、そういう対応ができないかということを今進めようとして

おります。 

○小川委員  その事業承継のほうにいくんだったら、移住者だけじゃなしに、市

内の方でやってもらうのが一番だと思うんですけど、そういうのもひっくるめてや

ったほうがいいんじゃないかと思いますけど、どうなんでしょうか。 

○三鬼政策調整課長  おっしゃるとおりで、それも含めて、念頭に置いて進めて

おります。 

○小川委員  そうですね。この１０年間で商工会議所の会員が、登録者数が、３
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００ぐらい事業所が減ったという話もありますので、ぜひこれやっていただきたい、

そのように思います。 

 そしてまた、この仕事バンクを使って、何人の方が就職されたか、最後にそれだ

けお聞かせください。 

○三鬼政策調整課長  空き家バンクを通じて、令和５年度に移住された方は２４

世帯、４２名いらっしゃいます。 

 その中で、ちょっと手元に最新のはないんですけど、仕事に結びついた方は３件

ほどございますので、そういうことも含めて、今後増やしていきたいと思っており

ます。 

○仲委員長  いいですか。 

○中村（文）委員  すみません、主要施策の成果実績報告書の２５ページなんで

すけれども、私もＳＮＳとかで東京のほうの尾鷲の特産展みたいなのが取り上げら

れておるのとか見るんですけど、尾鷲市をより深く知ってもらうようＰＲしと書い

てあるんですが、どのようなＰＲの仕方をされているのか、もしよければ教えてく

ださい。 

○西村政策調整課調整監  こちら、より深く知ってもらうというのは、もう既に

この人たちは寄附を前年度していただいた方で、それプラスアルファ、実際、関東

の寄附者さんというのは、なかなか尾鷲に来てもらうタイミングというのは難しい

と思うんです。旅費の問題もありますし、時間の問題もございます。 

 そういったことを、ハードルを下げて、軽減するために、私たちが東京のほうに

出向いて、実際に私たちが食べている、本当においしいと思える、自信を持って、

事業者さんがつくっているものというものを皆さんに提供して、その場で食べてい

ただくというようなことで、関東の人には大変御好評をいただいております。 

○中村（文）委員  そのときに、この移住定住を促進するという旨を伝える、何

か尾鷲の空き家バンクを利用した定住の仕方という、パンフレットみたいな、そう

いうのって渡しているんでしょうか。 

○西村政策調整課調整監  はい。そのイベント時には、当然尾鷲市内の事業者さ

んの紹介もそうですし、寄附の使い道もそうですし、その空き家バンクとか、尾鷲

市全てのＰＲを行っております。 

○中村（文）委員  結構テレビとかでも報道されているんですけど、都会の方が

田舎へ移住するという、農業をするなり、漁業に携わりたいなり、結構いろんな方、

若い方でもいらっしゃると思うんですけれども、いろんな世代の方々に尾鷲の仕事、
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第一次産業なり何なりを紹介していただく、より詳しく書いたパンフレットを渡し

て、また違った意味でのＰＲとかできるのなら、ちょっと促進していってほしいで

す。お願いします。 

○仲委員長  答弁はよろしいですか。 

○中村（文）委員  大丈夫です。 

○仲委員長  ほかに。 

○中村（レ）委員  施策実績の２４ページなんですけれども、これ、おととしよ

り去年のほうが、事業費が増えて、なおかつ７１１人利用者が減っているのかなと

思うんですけれども、この路線を見直しするというのも大事なんですけれども、こ

れきっと去年も言わせていただいたと思うんですけど、ステップが高過ぎて、高齢

者が乗れないんですよ、バスに。 

 それと、尾鷲の４２号線ではバス停だけでいいんですけど、すごく３１１号線、

ローカルのところで、どこでも乗せてあげて、どこでも降ろしてもらうようなやり

方が、そういうふうな利便性を図っていかんことには、路線を何ぼ増やしてもどん

どん減っていって、空気ばっかり運んでいるという、あれが出てくると思うんです

よ。 

 それと、もう一つはやっぱりダイヤの見直しで、ＪＲとの、必ずＪＲが出ていっ

た後に来るとか、間に合わへんとかというのもまだありますので、そこのところも

もうちょっときめ細かく、ぜひ乗ってもらうようなダイヤのつくり方というのをも

うちょっと考えていただけたらありがたいんですけれども。 

○三鬼政策調整課長  ちょっと状況を御説明いたします。 

 令和５年度におきましては、委員おっしゃるとおり、いわゆる今まででしたら、

八鬼山線、ハラソ線という２路線を、九鬼・早田線、北輪内線、南輪内線というふ

うに３分割いたしました。それは、地域の要望とか、今後持続可能な公共交通を行

うために、協議会での議論や地域の皆様との意見交換も含めて、実施をさせていた

だきました。 

 その結果、この八鬼山線、ハラソ線の地区につきましては、乗客はかえって増え

ております。 

 どこが減ったかといいますと、市内循環の尾鷲地区が減っております。逆に、須

賀利地区は１割５分ぐらい増えているんです。須賀利はやはり、例えば高齢化が進

むと、乗り合いで以前は利用していた方が、自動車免許を返納される方も増えて、

ですので、公共交通の役割は一定程度、私たちはこの改正によって、なし得たのか
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なと思っておりますが、尾鷲地区も令和６年度から市内巡回においてはダイヤ改正

をさせていただきまして、今後乗っていただける方に利便性を図るようにしました

ので、この結果が出てくるのが令和６年度の決算ですので、そういうことも踏まえ

て、委員おっしゃるように、どういうふうにすべきかというところは日々考えてお

ります。 

 というのは、皆さん公共交通におきましては、地区の方は、今もここにバス停を

つくってほしいとか、ここまで乗り入れてほしいとか、たくさん要望をいただくん

ですね。ですけど、現在の車の台数で朝から夕方までの運行時間を考えると、割と

もうぎりぎりのところまで、運行はエンドレスで続いているんですね。 

 ですので、その中で効果的なものをするには、やはり住民の皆様の意見も聞きな

がら、いろんなシステムを入れていかなければいけませんので、今後も検討してい

きますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それと、あと一点、バスのステップが高い件は、御意見もいただくこともあって、

今は三重交通もいわゆる一段と低いバスを意識して、ですけど、道路事情でこれ以

上低くできないバスがございますので、ストップしたときに、ダンパーですね、ガ

スが下がって、乗り降りしやすい方向に一段下がるバスの導入も含めて、今、三重

交通も御意見に沿って検討いただいていますし、これから導入するということも聞

いておりますので、そういうことで御理解いただきたいと思います。 

 あと、どこでも降りられて、どこでも止まるというのは、希望の究極ですけど、

やはり公共交通の定時・定路線というところは、バス停をきちっと定めて、国の許

可を得て初めて運行が成り立っておりますので、現時点では、どこかで手を挙げて

乗って、どこかで降ろしてくださいというのは、決まり上はできないということは

ちょっと御理解いただきたいと思います。 

○中村（レ）委員  それは全国的に禁止ですか。テレビで見たことがあるんです

けれども。 

○三鬼政策調整課長  工夫によってフリーというバス停を設定しているところも

あります。フリーバス停ですね。そのときは、利用する、しないによって、止める

か止めないかを決定するので、バス停としては設定してあるんですよ。だからフリ

ーバス停というバス停の場所はきちっと決めていて、そこで乗るか降りるかは選択

できるというところはありますけど、どこでも手を挙げて、どこでも降りるという

のは、原則ないと私は理解しております。 

○中村（レ）委員  フリーバス停と、そのどこでも手を挙げられるものの差は何
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ですか。 

○三鬼政策調整課長  基本的には、バス停というのは、時刻表を明示した、いわ

ゆるバス停、いわゆるお知らせするものがあるかないかがバス停で、あるかないか

の差です。 

○中村（レ）委員  フリーバス停というのは、バス停と書いてあるだけで、時刻

表が全くないのをフリーバス停というのですか。 

○三鬼政策調整課長  いえいえ。フリーバス停は、いわゆる、例えば仮に九鬼・

早田線でしたら、早田を出て尾鷲までの間に、路線上にバス停がきちっとあって、

そこがフリーという表示でフリーバス停というところが、過去にはあったふうに私

も認識しておりますが、現在はこの地域では一つもございません。 

 ですので、バス停があって、時刻表を明示した看板がついているのがバス停です

ので、バス停があるところでしか、バスは止められませんので。 

○仲委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

○岩澤委員  すみません。すごい簡単な質問になるんですけれども、主要施策成

果の２２ページ、広報のことについて、目的が健全で次世代につなぐまちをつくる

と書いているんですけれども、市から送られてくるＬＩＮＥはこの部分に当たると

思うんですけど、たまに夜中１２時超えてＬＩＮＥが入ってくるときがあるんです。 

 これはちょっと健全とは言えないんじゃないかなと思います。ちょっと御答弁を

お願いいたします。 

○三鬼政策調整課長  申し訳ございません。 

 うちも情報発信ワーキングは、秘書広報係が中心となって、庁内挙げて、情報と

いうのは、例えば一括して私どもに上げるのではなしに、各課においてタイムリー

に上げることを心がけておって、そのときのちょっと設定の仕方で、午前０時で上

がってしまうところの今御指摘だと思うんですけど、そういうところもやっぱり常

に職員も異動とかで変わって、自分が新しく着任したところの情報をつぶさにアッ

プするようには心がけているんですけど、御指摘のあったところも含めて、改善す

べきところは情報発信ワーキンググループで再度検討して、いわゆるそういうとこ

ろがどういうふうな影響があるのかどうかも含めて、再度改めさせていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 

○仲委員長  よろしいですか。 

 他に。 
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○中村（文）委員  ごめんなさい、先ほどの件の補足なんですけれども、さっき

私、東京のことだけしか聞いていなくて、ふるさと納税の寄附者の地域別表を見る

と、近畿、東海も結構多いんですよね。 

 東海やったら愛知県とかになるのか、ちょっと分からないんですけど、近畿やっ

たら大阪やと思うんですけど、そういうところで、大阪、愛知とかで尾鷲のＰＲと

いうのは今現在しているんでしょうか。 

○西村政策調整課調整監  そのために「おわせ港まつりへ行こう！」というイベ

ントをやっております。 

 今年度もやっておりまして、約１,５００人の方が尾鷲の港まつりへ行きたいと。

これはもう自費で皆さん来ていただいていますので、今年は７７７人を、当選者を

決めまして、実績としては６５０人ぐらいが来ていただいて、その方たちにも尾鷲

の産品や実際に移住定住の話もしながら、関係人口として、ＰＲはやっております。 

○仲委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

○中村（レ）委員  すみません、公共交通でもう一つお願いがあるんですけれど

も、期間限定でＪＲが自転車を乗せる列車を運行していると思うんですけれども、

今すごく自転車の人口も増えていて、国も県も、ここ、すごい風光明媚ですので、

自転車の客を呼び込もうとしているんですよ。 

 ですから、尾鷲市としてもＪＲに対して、あれを期間限定ではなく、自転車が乗

れるようにというお願いを出していただけたらありがたいんですけれども。 

○三鬼政策調整課長  委員のおっしゃることは、今、東紀州地域振興公社が中心

となって、サイクリングの計画を策定いたしまして、ＪＲが今年度か、熊野から紀

南地区でその汽車を走らせました。 

 ですので、今御要望にありましたところも含めて、やはり紀北町から紀宝町まで

がこの計画の策定区域ですので、御要望なところが、やはり自転車の利用者とこの

地域を巡っていただくのを組み合わせるためにも、どのようなことが可能かは内部

で検討して、お伝えさせていただきますので、よろしくお願いします。 

○中村（レ）委員  この地域だけじゃなくて、名古屋からとか、そういうふうな

ルートにしてもらわな、この地域だけ乗れても、ほな、その後どうするんやって話

になるので、ぜひＪＲとそういうところの話を。特急は乗せられへんと書いてあっ

たので、そこらもぜひお願いします。 

○三鬼政策調整課長  昨今の検証結果も踏まえて、検討は伝えたいと思います。 
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○仲委員長  よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  以上で、政策調整課の審査を終わります。御苦労さんでした。 

 次は財政、入ってもらおうか。財政、準備をお願いします。 

 それでは、財政課の決算の審査を始めます。御説明をお願いします。 

○岩本財政課長  財政課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、財政課に係る決算について御説明をさせていただきます。 

 説明につきましては、当課の決算を抜粋したものを資料に取りまとめております

ので、そちらの資料をもって説明をさせていただきます。 

 委員会資料の２ページを御覧ください。 

 この表の中で数字が２段書きになっている項目につきましては、上段の括弧書き

が決算書の数字で、下段がそのうちの財政課所管分となっております。 

 まず、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費のうち、財政課分につきま

しては、支出済額が１２２万３,５１９円、不用額は１万４８１円でございます。 

 各節の主な内容といたしまして、１０節需用費の支出済額は３３万８,１３７円

で、内容は用紙代や追録等の事務消耗品費２８万８,６３７円、予算書等の印刷製

本費が４万９,５００円でございます。 

 一つ飛びまして、１２節委託料７５万９,０００円は、固定資産管理・公会計シ

ステム保守委託料５９万４,０００円及び新地方公会計支援業務委託料１６万５,０

００円でございます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料１２万２,７１２円は、複合機の使用料でござい

ます。 

 続きまして、３目財産管理費につきましては、支出済額１２億１,３６８万１,９

３１円、不用額が１８５万４,０６９円でございます。 

 支出の主な内容といたしまして、１０節需用費８１万５,７９２円の主なものは、

普通財産に係る光熱水費７１万８,９９２円、同じく普通財産に係る修繕料９万２

００円でございます。 

 次に、１１節役務費７４６万５,６６１円のうち、主なものは、建物総合損害共

済や自動車損害共済等の保険料が５９３万３,０３９円、元九鬼出張所跡地の地籍

測量に伴う登記手数料が５３万５,４３６円、市有地草刈等手数料が６２万４,９７

２円等でございます。 
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 次に、１４節工事請負費３５３万８,７００円は、元三木里小学校教員住宅解体

工事請負費で、不用額につきましては、入札差金でございます。 

 次に、２４節積立金１２億１８６万１,７７８円のうち、主なものは、財政調整

基金積立金８億７６９万５,０００円、減債基金積立金２,４９６万７,０００円、

中ほどにあります尾鷲みどりの基金積立金２,３９８万円、ふるさと応援基金積立

金３億２,６４４万２,０００円で、そのほかにつきましては、記載のとおりでござ

います。 

 ３ページを御覧ください。 

 次に、４目契約検査費につきましては、支出済額６９万６,６５６円、不用額は

１１万８,３４４円でございます。主な内容といたしまして、１２節委託料６４万

２,４９０円は、入札参加登録業務委託料３５万５,３９０円、工事検査業務委託料

２８万７,１００円でございます。 

 続きまして、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費のうち、財政課

分の支出済額は２億１６３万７,５０９円、不用額は１７４万９,４９１円で、これ

は国民健康保険事業特別会計への繰出金でございます。 

 同じく８目後期高齢者医療費のうち、財政課分の支出済額は４億４,５７１万５,

５４０円、不用額４６０円で、後期高齢者医療事業特別会計への繰出金でございま

す。 

 次に、４款衛生費、５項上水道費、１目上水道整備費は、支出済額２,０５９万

９,３０８円、不用額６９２円で、水道事業会計負担金でございます。 

 同じく、６項病院費、１目病院費の支出済額は５億４,６０６万円で、病院事業

会計負担金でございます。 

 次に、１１款公債費、１項公債費、１目元金は、支出済額１０億５,５６６万８,

１１７円、不用額８８３円で、市債の元金償還金でございます。 

 同じく、２目利子のうち、財政課分の支出済額は２,６８６万５,２８６円、不用

額７１４円で、市債利子償還金でございます。 

 次の１２款１項１目予備費につきましては、執行はございません。 

 続きまして、決算参考資料の２５ページを御覧ください。 

 令和５年度地方消費税交付金（社会保障財源化分）の充当状況について説明させ

ていただきます。 

 まず、歳入につきましては、地方消費税交付金の社会保障財源化分として、２億

２,５６７万５,０００円、対しまして歳出は、社会保障４経費その他社会保障施策



－５１－ 

に要した経費が２６億１,１６８万円で、その内訳は下の表のとおりでございます。 

 表の合計欄を御覧いただきますと、経費の合計から国、県支出金等の特定財源を

差し引いた残りの一般財源が１０億７,３５７万４,０００円で、ここに社会保障財

源化分の２億２,５６７万５,０００円を充当したものでございます。 

 続きまして、２６ページを御覧ください。 

 都市計画税の充当状況でございます。 

 歳入は、都市計画税の現年及び滞納繰越分の合計で１億１,３１３万４,０００円、

対しまして、歳出の都市計画事業等に要した経費は２億７,９８８万５,０００円で、

経費の内訳は下の表のとおりでございます。 

 合計欄を御覧いただきますと、経費の合計から地方債等の特定財源を差し引いた

残りの一般財源１億８,３０８万５,０００円に対しまして、都市計画税を１億１,

３１３万４,０００円、及び、欄外に記載のとおり、都市計画事業基金から１,３２

４万４,０００円を繰り入れ、充当したものでございます。 

 続きまして、決算関連といたしまして、令和５年度の地方財政状況調査、いわゆ

る決算統計の概要について簡単に説明させていただきます。 

 別冊の地方財政状況調査の概要の１ページを御覧ください。 

 まず、（１）収支でございますが、表の中で右から３番目の令和５年度の実質収

支につきましては３億６,６１２万２,０００円の黒字となっており、この実質収支

から前年度の実質収支を差し引いた単年度収支が５,４１５万８,０００円の黒字、

また、単年度収支に財政調整基金への積立額を加え、取崩額を差し引いた実質単年

度収支は４億１,８１６万３,０００円の黒字となっております。 

 続きまして、２ページを御覧ください。 

 （２）主な財政分析指標のうち、経常収支比率につきましては、９４.３％で、

前年度と比較すると０.７ポイントの改善となっております。この要因は、分母と

なる歳入の経常一般財源が、前年度比で５９４万４,０００円増加、分子となる歳

出の経常経費充当一般財源が、公債費等の減により、３,８２１万円減少したこと

が要因でございます。 

 続きまして、少し飛びますが、６ページを御覧ください。 

 中ほどの表②の性質別歳出の状況でございます。 

 このうち、義務的経費の人件費につきましては、前年度比２,１４３万５,０００

円の増額となっており、これにつきましては給与改定による職員給の増加等が要因

でございます。 
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 次に、扶助費につきましては、前年度比１億１,４４５万３,０００円の増額で、

これは物価高騰対策生活支援給付金の増加が主な要因でございます。 

 公債費につきましては、前年度比２,５０９万４,０００円の減額となっておりま

す。 

 次に、投資的経費は、前年度比３億４,２６０万７,０００円の減額で、うち単独

事業費で学校給食施設整備事業やテニスコート改修事業の減等により２億４ ,５６

５万円の減となっております。 

 また、その他の経費のうち物件費につきましては、商品券発行事業及び学校給食

施設整備事業に係る消耗品及び備品購入費等の減により３億１,６１３万３,０００

円の減額。また、積立金につきましては、財政調整基金積立金の増加等により１億

５,６１７万６,０００円の増額となっております。 

 続きまして、７ページを御覧ください。 

 （６）地方債の状況でございます。上段の表①、地方債現在高につきましては、

令和５年度の地方債発行額が４億３,６８０万円、元金償還金の１０億５,５６６万

８,０００円を下回っており、このことによりまして、一番右にあります差引現在

高は８３億３,９９６万７,０００円となり、前年度比６億１,８８６万８,０００円

の減少となりました。 

 最後に８ページをお願いします。 

 （７）基金の状況でございます。主なものといたしまして、財政調整基金につき

ましては、令和５年度の積立額が取崩額を上回ったことにより、年度末残高は３億

６,４００万５,０００円増加の２４億８,５５７万６,０００円となりました。また、

基金全体では、３億３８４万６,０００円増加の３５億２,３９１万６,０００円と

なっております。 

 以上で財政課に係る決算の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○仲委員長  財政の決算説明は以上であります。 

 質疑がございましたらどうぞ。皆さんないですか。 

 なければ私のほうから。資料のほうの３ページに、歳出の民生費の社会福祉費の

繰出金１７４万９,４９１円……。 

（「マイクが入っていない」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  もう一遍言います。繰出金１７４万９,４９１円が、不用額、残って

おるんやけど、不用額の調べで、出産一時金が不用となったとか言っておったんや
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けど、繰出金で不用額ってあんまり聞いたことないけど、これ、どういうことです

か。 

○岩本財政課長  当初予算のときに一定の出産手当の分の繰り出しはしておりま

して、それに対して実績が少なかった場合は、こういった形で不用というのは残っ

てきます。毎年、発生します。 

○仲委員長  この分については入っておるのな。分かりました。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  なければ財政課終わります。御苦労さまでした。 

 ２時１５分か。 

（発言する者あり） 

○仲委員長  いや、ちょっと１０分休憩して、防災で終わります。防災してから

終わります。 

（休憩 午後 ２時１７分） 

 

（再開 午後 ２時２５分） 

○仲委員長  防災危機管理課の説明をお願いします。 

○大和防災危機管理課長  防災危機管理課でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

防災危機管理課に関する決算状況につきまして、決算書を基に、主なものにつきま

しては、主要施策の成果及び実績報告書で御説明させていただきます。 

 決算書の９４、９５ページを御覧ください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１２目防災費でございます。 

 １節報酬でございますが、４万円の不用額につきましては、必要に応じ開催する

国民保護協議会の開催がなかったことによるものでございます。 

 次に、旅費につきましても、１万５,０００円の不用額は、必要に応じ開催する

国民保護協議会の開催がなかったことが主な要因でございます。 

 次に、１０節需用費の支出済額１,０７６万３,５００円につきましては、備考欄

の消耗品費２５１万３,３６３円はアルファ米、保存水等の公的備蓄品の購入費が

主なものでございます。 

 燃料費３万７,９３５円は、防災センターガス代でございます。 
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 光熱水費３５７万７,１９１円は、防災センターの電気、水道代と防災行政無線

子局及びワンセグ局の電気代でございます。 

 修繕料４６３万５,０１１円は、市内各所避難路簡易修繕、防災行政無線等修理

代が主なものでございます。不用額２０１万２,５００円につきましては、公的備

蓄品に係る入札差金が主な要因でございます。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告書により説明いたしま

す。 

○中森防災危機管理課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２８ペ

ージを御覧ください。 

 市内各所避難路簡易修繕について説明いたします。 

 本市では南海トラフ巨大地震の発生時には、地震後十数分で津波が来襲すること

が危惧されており、迅速な高台への避難を行い、被害を最小限に抑えるためには、

安全な避難路の整備、修繕が急務でございます。このことから、避難の際の安全性

を高めることを目的に事業を実施いたしました。 

 事業の内容としましては、地区や区の要望に基づき、緊急性の高い箇所から順次、

手すりの設置や高台への避難経路の整備を行いました。 

 事業成果ですが、市内１２か所の避難路整備を行い、避難路の補修により安全性

を確保し、減災に向けて人的被害軽減に努めました。 

 事業費につきましては３４９万６,０００円で、その内訳は県支出金１５９万９,

０００円、その他特定財源１８９万７,０００円でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○大和防災危機管理課長  決算書の９４、９５ページにお戻りください。 

 １１節役務費の支出済額１６８万９,６１６円につきまして、通信運搬費５７万

１６円は、防災センター電話使用料、衛星電話使用料が主なものでございます。手

数料は、浄化槽保守点検手数料３１万５００円、雨量計機器検定手数料３０万２,

５００円、防災倉庫移転手数料２８万６,０００円。 

 ページをおめくりいただきまして、９６、９７ページでございますが、ＤＯＮＥ

Ｔ１基幹ケーブル沿岸部保守点検手数料１８万２,６００円が主なものでございま

す。 

 次に、１２節委託料の支出済額１,４９０万８,９６０円につきましては、防災行

政無線保守点検業務委託料３１９万円、土砂災害情報相互通報システムの保守点検

業務委託料３３０万円、エリアワンセグシステム保守料８２５万円が主なものでご
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ざいます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料の支出済額２３万７,５２６円につきましては、

備考欄の内訳どおりでございます。 

 次に、１４節工事請負費の支出済額５４万１,４２０円につきましては、エリア

ワンセグ受信端末設置工事費として、屋外アンテナ２９件の設置に係る費用でござ

います。 

 次に、１５節原材料費４万９３６円につきましては、土のう用砂購入費でござい

ます。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金の支出済額５２７万６,２００円につきま

しては、三重県防災行政無線運営協議会の負担金５８万５,０００円と三重県防災

航空隊運営費の負担金１６８万７,０００円などで、この二つの負担金は、三重県

２９市町各消防本部等で負担しております。 

 尾鷲市地域防災力向上補助金１４４万９,０００円につきましては、１０万円を

上限に自主防災組織などの団体に対しての防災関連の整備事業に対する補助金でご

ざいます。 

 地域防災組織育成助成事業補助金１５０万円につきましては、コミュニティ助成

事業として、炊き出し用大型釜２台を配備しております。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告書により説明いたしま

す。 

○中森防災危機管理課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書２９ペー

ジを御覧ください。 

 尾鷲市地域防災力向上補助金について説明いたします。 

 近い将来、発生が危惧されている南海トラフ巨大地震や増加傾向にある集中豪雨

などによる被害を最小限に抑えるためには、地域における自助、共助の取組が重要

であることから、地域における防災体制及び防災対策の充実強化を図ることを目的

に事業を実施いたしました。 

 事業の内容としましては、自主防災会組織等が行う地震津波対策等を図る事業や

防災資機材等の充実を図る事業などに対して補助金の交付を行いました。 

 事業成果につきましては、市内の自主防災組織が実施する減災事業に対し、２１

団体への補助金を交付いたしました。各地域において不足している資機材や備蓄品

を把握し、充実させることができ、また、補助金の活用方法について地域で話し合

うことにより、住民同士の連携強化及び防災意識の向上が図れたことと考えており
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ます。 

 事業費につきましては、１４４万９,０００円で、全てその他特定財源でござい

ます。 

 以上で説明を終わります。 

○大和防災危機管理課長  続きまして、決算書の１００、１０１ページを御覧く

ださい。 

 １４目諸費についてでございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１４目諸費のうち、防災危機管理課に係る分につ

きまして説明いたします。 

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額１３３万８,０００円のうち、当課に

係る分といたしまして、備考欄の紀北危険物安全協会負担金１万円、尾鷲地区防犯

協会負担金９９万７,０００円、津波予測・伝達システム市町負担金８万８,０００

円、尾鷲市防犯委員会補助金１２万円でございます。 

 次に、消防費についてでございます。１９８、１９９ページを御覧ください。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費でございます。支出済額４億６,３３

１万２,２９４円で、不用額７０６円でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、２００、２０１ページを御覧ください。 

 １８節負担金、補助及び交付金、内訳といたしましては、三重紀北消防組合負担

金４億５,６４０万６,０００円と消防救急デジタル無線共通波設備負担金６９０万

６,２９４円でございます。 

 次に、非常備消防費でございます。支出済額７,１３６万９,４７６円で、不用額

６５７万９,５２４円でございます。不用額につきましては、訓練等の参加が見込

みを下回ったことや、消防団車両の入札差金が主なものでございます。 

 １節報酬の支出済額は１,２８５万４,８３２円で、訓練手当６３５万９,１００

円は、各消防団が定期的に実施する訓練や合同で行う訓練手当でございます。 

 年手当５６２万７,８３２円は、尾鷲市消防団条例で定められた額であり、団員

１８７名分の年手当でございます。出動手当７９万円は、大雨警戒や火災などの出

動手当でございます。不用額５０５万５,１６８円の要因は、訓練等の参加者や出

動する事案が見込みを下回ったことが主な要因でございます。 

 次に、４節共済費の支出済額４６９万８,８８２円は、消防団員に対する公務災

害補償及び退職報償金の掛金でございます。 

 次に、７節報償費の支出済額３８８万３,０００円につきましては、消防団員退
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職報償金でございます。 

 次に、１０節需用費の支出済額３３２万８,３０６円でございます。主なものと

いたしましては、消耗品費４８万１,１２８円で、消防団活動服、半長靴等の購入

費でございます。 

 燃料費５７万５,４９５円は、消防団車両の燃料費でございます。 

 光熱水費６５万２,６５４円は、１５分団ある消防団詰所の電気・水道代でござ

います。 

 修繕料１６１万９,０２９円は、主に消防団車両の車検整備代及び消防団車庫の

修繕料でございます。 

 次に、１１節役務費の支出済額１０９万３,９３１円につきましては、消防団詰

所の浄化槽保守点検等手数料、消防団車両の車検手数料、自賠責保険料が主なもの

でございます。 

 次に、１２節委託料の支出済額２９万４,８００円につきましては、７分団、須

賀利消防団の詰所建設に係る監理業務委託料でございます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料の支出済額２５万８,３６５円は、消防団詰所の

ＺＴＶ回線使用料とＮＨＫテレビ受信料でございます。 

 次に、１４節工事請負費の支出済額２,３１０万円につきましては、７分団、須

賀利消防団の詰所建設に係る工事請負費でございます。 

 ここで関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告書により説明いたします。 

○中森防災危機管理課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書９１ペー

ジを御覧ください。 

 須賀利消防団車庫整備事業について説明いたします。 

 須賀利消防団車庫は、長年にわたり消防団活動の拠点として使用され、生命及び

財産を守るための重要な役割を果たしておりますが、木造での建設から４０年以上

経過し、かなりの老朽化が進んでおり、シャッターの損傷など、消防団活動に支障

を来しているため、施設の再整備を行い、市民が安心して暮らせる消防体制を構築

することを目的に事業を実施いたしました。 

 事業の内容及び事業成果としましては、令和５年度に建設工事を行い、消防団活

動に適した環境をつくることとして、消防団車両１台を配備することができ、待機

することができるものとして、令和６年３月２２日に竣工いたしました。 

 事業費につきましては２,３３９万５,０００円で、その内訳は、その他特定財源

１,７５０万円、一般財源５８９万５,０００円でございます。 
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 以上で説明を終わります。 

○大和防災危機管理課長  続きまして、決算書の２００、２０１ページにお戻り

ください。 

 次に、１７節備品購入費の支出済額２,０８８万７,４６０円は、１分団及び３分

団の小型動力ポンプ付積載車の購入費でございます。不用額５８万７,５４０円は、

ポンプ付積載車の入札差金が生じたためでございます。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金の支出済額７２万６,１００円につきまし

ては、三重県、尾鷲市、紀北町で組織する消防協会紀北支会負担金１６万５ ,１０

０円と消防団員福祉共済掛金５６万１,０００円でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、２０２、２０３ページを御覧ください。 

 次に、２６節公課費、支出済額２４万３,８００円は消防団車両の自動車重量税

でございます。 

 次に、３目水防費についてでございます。支出済額１０３万１,９２８円でござ

います。この水防費につきましては、全額三重県からの委託により、市内に点在す

る１０５の樋門、防潮扉等の管理を行うための様々な経費でございます。 

 以上で防災危機管理課に係る令和５年度決算についての説明を終わります。よろ

しくお願いいたします。 

○仲委員長  防災危機管理課の説明は以上です。 

 質疑ございますか。 

○小川委員  決算書の９７ページから。 

 地域防災組織育成助成事業補助金１５０万円、これは釜二つと聞いたんですけど、

これはどこに、どこの分ですか。 

○大和防災危機管理課長  今回は、南輪内の賀田と曽根のほうに配備をいたしま

した。これで、各集落、須賀利から梶賀まで、大型釜を配備できました。 

○小川委員  ９５ページ。消耗品費２５１万３,３６３円、それで、不用額の２０

１万２,５００円、これは入札差金と先ほど。聞き間違いですか。これは入札差金

ですか。 

○大和防災危機管理課長  はい。入札差金になります。 

○小川委員  これ、半分ですよね。こんなので入札差金って。値段があって、な

いようなものなんですか、これ。 

○大和防災危機管理課長  失礼いたしました。 

 入札差金と、光熱水費が電気代が高騰する中で予算を大幅に下回ったというふう
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なところがございます。失礼いたしました。 

○仲委員長  よろしいですか。 

○小川委員  その備蓄品でアルファ化米と水とか購入されたみたいですけど、期

限前のアルファ化米と、そういうの、廃棄はないですよね。 

○大和防災危機管理課長  最近はございません。 

 各地区での防災訓練や勉強会などを行う際には勧めさせていただいたり、各学校、

それから、生活困窮者の方への受け取りをしていただくなどで、廃棄をゼロとして

おります。 

○小川委員  これ、ローリングストックじゃないですけど、今年はアルファ化米

を買って、その次の年はって、順番にちょっとずつ増やして、変えていっているん

ですよね。違いました。 

○大和防災危機管理課長  全体量を５分の１ずつ、これは保存年限が５年ござい

ますので、５分の１ずつ毎年購入して、５分の１、５年前に買うたのが５分の１廃

棄となるような形で、失礼いたしました。そういう時期が来ますので、廃棄しない

ように、皆さんにお配りさせていただくような形で実施しております。 

○小川委員  この備蓄品はあれですかね、県の規定、規定じゃけど、標準みたい

なのあるじゃないですか。これ、尾鷲市は多いんですか、少ないんですか。 

○大和防災危機管理課長  備蓄の三重県の指針もございますが、それを上回る数

を尾鷲市の備蓄基準として、現在は備蓄をしております。ほぼ同等にはなります。 

○仲委員長  いいですか、ほかに。 

○中村（レ）委員  ２０１ページの１２節区分の監理業務委託２９万４,８００円

ってあるんですけれども、これは設計料とは別に監理委託だけを出されたんですか。 

○大和防災危機管理課長  はい。工事に伴う監理業務を委託しております。 

○中村（レ）委員  設計監理じゃなくて、設計と監理を別の業者というのか、別

の事務所に出されたということですね。 

○大和防災危機管理課長  結果としては、同じ業者に受けていただきました。 

 前年度に設計をいたしましたので、改めて年度が替わって、翌年度に工事を行い

ましたので、その折に委託を発注しております。 

○中村（レ）委員  それにしても、ちょっと監理料が安過ぎるん違うかなと思っ

たもので。はい、分かりました。 

○仲委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 



－６０－ 

○仲委員長  防災危機管理課、これで終了いたします。御苦労さんでした。 

 本日の会議はこれにて閉会いたします。 

 次回は９月１７日火曜日午前１０時から開催いたしますので、よろしくお願いを

いたします。御苦労さまでした。 

（午後 ２時４７分 閉会） 


